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区区 政政 推推 進進  
１１  区区政政関関係係  

 区役所と本庁部局、又は区役所相互における情報交換や区政運営に係る協議のため、区長会議を開催するな

ど、区政全般に関する総合調整を行っている。 

  

２２  市市民民相相談談  

 市民の日常生活上の悩みごとから専門的な諸問題まで広範囲にわたる相談を行っている。 

各種相談の開設状況                                     (令和8年度) 

相 談 名 

(相談員) 

相      談      日 

緑区役所 
市民相談室 

中央区役所 
市民相談室 

南区役所 
市民相談室 

城山まちづくり
センター 

津久井まちづく
りセンター 

相模湖まちづく
りセンター 

藤野まちづくり
センター 

市民相談 
(市民相談員) 

月～金曜日 月～金曜日 月～金曜日 
第2・4 
水曜日 

( 事前予約) 

第1・3 
水曜日 

( 事前予約) 

第1・3 
火曜日 

( 事前予約) 

第2・4 
火曜日 

( 事前予約) 

法律相談 

(弁護士) 

水曜日 

(当日電話予約)

火曜日 

(当日電話予約) 

金曜日 

(当日電話予約) 第2金曜日 

( 事 前 予 約 ) 

第3金曜日 

( 事前予約) 

5、8、10、2月の 

第4金曜日 

( 事前予約) 

6、9、1、3月の 

第4金曜日 

( 事前予約) 第4木曜日 

(事前電話予約) 

第1木曜日 

(事前電話予約) 

第2木曜日 

(事前電話予約) 

行政相談 

(行政相談委員) 
第3火曜日 第2水曜日 第1水曜日 

奇数月 

第2木曜日 

偶数月 

第1金曜日 

奇数月 

第3木曜日 

偶数月 

第2金曜日 

人権相談 

(人権擁護委員) 
第4金曜日 第1金曜日 第2水曜日  第2水曜日   

税務相談 

(税理士) 

第2月曜日 

(当日電話予約) 

第1・3月曜日 

(当日電話予約) 

第4月曜日 

(当日電話予約) 

司法書士相談 

(司法書士) 
第1木曜日 

(当日電話予約) 
第4水曜日 

(当日電話予約) 
第2水曜日 

(当日電話予約) 

新築・増改築・ 

修理等の相談 

(相談協力員) 
第2木曜日 第3木曜日 第1木曜日 

労働相談 

(神奈川県相談員) 
 木曜日  

社会保険労務士相談 

(社会保険労務士) 
第2金曜日 

(当日電話予約) 
第1水曜日 

(当日電話予約) 
第3水曜日 

(当日電話予約) 

行政書士相談 

(行政書士) 

第2火曜日 

(当日電話予約) 

第1・3水曜日 

(当日電話予約) 

第4水曜日 

(当日電話予約) 

不 動 産 相 談 

(宅地建物取引士) 

第3月曜日 

(当日電話予約) 

第2金曜日 

第4月曜日 

(当日電話予約) 

第1月曜日 

(当日電話予約) 

交通事故相談 

(弁護士) 

第1金曜日 

(同一週月曜日か

ら電話予約) 

月曜日 

(前週水曜日から 

電話予約) 

第3月曜日 

(前週水曜日から 

電話予約) 

  

３３  外外国国人人相相談談  

 各区役所市民相談室において、在留外国人を対象とした多言語での相談を行っている(令和7年度)。 

【一般相談】相談者数 491人 相談内容別件数 767件 

対応言語別内訳：英語 60人 中国語 121人 スペイン語 177人 ポルトガル語 24人  

フィリピン語 19人 ベトナム語 14人 その他 4人 日本語 72人 合計 491人 

 

相談実施件数          （単位：件） 

年 度 令和5 令和6 令和7 

市 民 相 談 5,428 4,783 5,103 

法 律 相 談 2,122 1,941 1,963 

税 務 相 談 178 165 165 

司法書士相談 167 166 163 

そ の 他 相 談 608 642 670 

計 8,503 7,697 8,064 

※ 外国人相談件数を除く 
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相談内容別内訳：入管手続51件 雇用・労働29件 社会保険・年金109件 税金86件 医療24件  

出産・子育て25件 教育21件 日本語学習16件 住宅59件 身分関係63件 

通訳・翻訳69件 福祉25件 マイナンバー30件 その他160件：合計767件 

【弁護士による法律相談】相談者数1人 

【出入国管理局職員による在留手続相談】相談者数7人(対応言語別内訳：日本語7人) 

 

４４  戸戸籍籍  

 戸籍事務は本来国が果たすべき事務であるが、出生、認知、養子縁組、婚姻、死亡、転籍等、住民の日常生

活と密接な関係にあることから、法律の定めによって、区長が実施している｢法定受託事務｣である。 

 本市では、これら諸届を戸籍法その他関係法令に基づき受理し、戸籍に記載、編製するとともに、全部･個人

事項証明書(戸籍謄・抄本)、記載事項証明書等の発行により、親族・身分関係を公証している。平成11年11月

から戸籍の電算化を実施し、事務処理の迅速化及び効率化を図っている。 

本籍数及び本籍人口の推移                     (各年度末現在) 

年      度 令和5 令和6 令和7 

本籍数 (戸籍 ) 236,035 236,410 236,901 

本籍人口 (人 ) 576,124 573,842 571,641 

1戸籍当たりの人口(人) 2.44 2.43 2.41 

戸籍届出事件数                          (令和7年度、単位：件) 

事件の種類 事件総数 事件の種類 事件総数 

出  生 5,034 養子離縁 154 

死  亡 10,165 転  籍 2,880 

婚  姻 6,249 入  籍 1,036 

離  婚 1,729 そ の 他 1,952 

養子縁組 420 計 29,619 

戸籍事務処理事件数                        (令和7年度、単位：件) 

処理の種類 処理総数 処理の種類 処理総数 

新戸籍編製 4,297 戸籍の再製･補完 0 

戸籍全部消除 3,806 そ の 他 15 

違 反 通 知 14 計 8,132 

全部・個人事項証明等諸証明発行件数                (令和7年度、単位：件) 

発行の種類 発行総数 発行の種類 発行総数 

全部・個人事項証明等 106,420 受理証明 3,741 

そ の 他 407 計 110,568 

 

５５  住住民民基基本本台台帳帳  

 住民基本台帳制度は、選挙事務、国民健康保険事務及び国民年金事務等において、住民記録の一層の統一性、

正確性を図るとともに、住民の住所に関する届出等の簡素化と事務の合理化を目指したものである。本市では、

平成27年10月以降、住民票を有する人に12桁の個人番号(マイナンバー)が付番され、住民票の記載事項に加え

られた。平成29年1月には、戸籍システム・住民記録システムを更新した。 
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住民基本台帳世帯･人口                                 (各年度末現在) 

年  度 令和5 
令和6 令和7 

合計 日本人 外国人 複数国籍 合計 日本人 外国人 複数国籍 

世帯(世帯) 355,956 359,557 343,865 12,250 3,442 363,626 346,413 13,736 3,477 

人口(人) 716,522 715,235 694,548 20,687 - 714,199 691,725 22,474 - 

男(人) 358,849 358,026 347,651 10,375 - 357,355 345,930 11,425 - 

女(人) 357,673 357,209 346,897 10,312 - 356,844 345,795 11,049 - 

外国人住民人口(国籍・地域別)                      (令和8年4月1日現在、単位：人) 

国籍・地域名 人口 国籍・地域名 人口 国籍・地域名 人口 国籍・地域名 人口 

中 国 4,888 韓 国 1,682 イ ン ド 742 パキスタン    447 

ベ ト ナ ム 4,326 インドネシア 1,453 ミ ャ ン マ ー 670 そ の 他  4,220 

フ ィ リ ピ ン 2,387 ネ パ ー ル 1,151 カ ン ボ ジ ア 508 計 22,474 

住民基本台帳事務届出件数                        (令和7年度、単位：件) 

 
増の届出 減の届出 

出生 転入 その他 小計 死亡 転出 その他 小計 

件数 3,683 35,407 249 39,339 8,485 31,379 715 40,579 

 
その他(増減なし) 

計 
転居 世帯主変更 修正 その他 小計 

件数 16,145 8,872 28,592 2,839 56,488 136,366 

住民票の写し発行件数                     (単位：件) 

年   度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

発行件数 230,181 214,044 197,313 

 

６６  印印鑑鑑登登録録  

 印鑑登録証明書は、住民の権利、義務の行使に密接な関係をもっており、特に経済取引において重要な役割

を果たすもので、市が行う固有事務(相模原市印鑑条例)として、取り扱っている。 

 本市では、昭和56年から印鑑登録証及び証明書を交付することとし、昭和62年10月(当時は戸籍住民課、各出

張所など)からオンライン化により、各区役所区民課、各まちづくりセンター(橋本、中央6地区、大野南まちづ

くりセンターを除く)などで登録及び証明書の交付を行っている。更に平成10年11月に、これまでの印鑑登録証

を｢さがみはらカード｣(磁気)へ切り替えた。 

印鑑登録者数        (各年度末現在、単位：人)  印鑑登録証明書交付件数      (単位：件) 

年 度 令和5 令和6 令和7  年 度 令和5 令和6 令和7 

登 録 者 数 441,357 441,502 441,841  発行件数 103,033 96,256 83,990 

新規登録者数 22,920  23,438 23,253  

 

７７  ママイイナナンンババーーカカーードド（（個個人人番番号号カカーードド）） 

 平成27年10月の社会保障・税番号制度の開始に伴い、平成28年1月26日からマイナンバーカード(個人番号カー

ド)の交付を開始した。令和3年2月から、交付窓口を7か所から17か所に拡大し、各区役所区民課及び各まちづ

くりセンター(橋本、中央6地区、大野南まちづくりセンターを除く)で交付を行っている。また、令和3年8月か

ら相模原駅ビル内にマイナンバーカード申請特設窓口を設置し、申請時来庁方式による受付を開始した。 

 令和4年1月からは、市内商業施設等で申請書作成の補助や申請用写真の撮影を行う、申請サポート出張窓口

を実施している。 
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マイナンバーカード普及率 

年 度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

年度末現在の普及率 73.3％ 78.0％ 81.9％ 

 

８８  窓窓口口ササーービビススのの拡拡充充  

 市民サービスの向上を更に図るため、平成28年1月26日から、平日の他、休日や夜間(午後11時まで)に個人番

号カードを使用して、コンビニエンスストア等(マルチコピー機設置店舗に限る)において住民票の写し、印鑑

登録証明書の交付を受けられるサービスを開始した。平成29年4月3日からは戸籍全部(個人)事項証明書、戸籍

の附票の写し、平成30年1月4日からは、市民税・県民税課税(非課税・所得)証明書、市民税・県民税納税証明

書、固定資産税・都市計画税納税証明書(償却資産含む)の交付サービスも開始した。 

 また、連絡所における住民票の写し、戸籍全部(個人)事項証明書、印鑑登録証明書、各税証明書の交付等を

行っている。 

 閉庁日の対応では、戸籍届出の受付や住民票の写し等の交付申請を受付する休日窓口サービスコーナーを平

成5年1月より開設している。また、平成17年4月から、あらかじめ平日に電話で予約をすれば、住民票の写し等

を土曜日、日曜日や休日に受け取ることができる、電話予約サービスを導入している。更に、平成20年4月から、

毎月第2・4土曜日の午前中に窓口を開設している。 

 また、市民に身近な場所で利便性の高い窓口サービスを提供するため、神奈川県が行っている一般旅券の申

請受理や交付等に関わる事務の移譲を受け、平成24年度に相模大野パスポートセンターを、平成25年度に橋本

パスポートセンターを開設した。その後、令和6年度に橋本パスポートセンターを廃止し、1ヶ所に集約した。 

（（１１））ココンンビビニニエエンンスススストトアア等等ににおおけけるる証証明明書書交交付付ササーービビスス概概要要  

取得できる証明書 

及び開始年月日 

住民票の写し、印鑑登録証明書 平成28年1月26日開始 

戸籍全部(個人)事項証明書、戸籍の附票の写し 平成29年4月3日開始 

市民税・県民税課税(非課税・所得)証明書、市民税・県民税納税証明書、固定資産税・

都市計画税納税証明書(償却資産含む)   ※ 単独所有分のみ 平成30年1月4日開始 

利用店舗 
セブン・イレブン、ローソン、ファミリーマート、ミニストップ、ポプラ、日本郵便、 

イオンリテール等    ※ マルチコピー機設置店舗に限る 

利用カード マイナンバーカード(利用者証明用電子証明書の暗証番号登録があるもの) 

利用時間 

午前6時30分～午後11時(土日祝日含む) 

※ 戸籍全部(個人)事項証明書と戸籍の附票の写しについては、 

午前9時～午後5時(祝日を除く月～金) 

休止日 年末年始及びシステムメンテナンス時 

コンビニエンスストアにおける証明書交付件数                (単位：件) 

年 度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

住民票の写し 119,025 121,721 132,863 

印鑑登録証明書 87,286 94,997 104,155 

戸籍全部(個人)事項証明書 18,228 19,221 17,449 

戸籍の附票の写し 1,358 1,536 1,608 

課税証明書 16,806 18,385 20,754 

納税証明書 1,939 2,309 2,956 
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（（２２））連連絡絡所所設設置置状状況況  

設置年月日 名  称 設置場所 設置年月日 名  称 設置場所 

H 9.11. 4 相模原駅連絡所 シティ･プラザさがみはら H25.3.15 相模大野駅連絡所 bono相模大野ノースモール4階 

H18. 3.20 津久井中央連絡所 津久井生涯学習センターに併設 H25.4. 1 橋本駅連絡所 シティ･プラザはしもと 

H19. 3.11 
牧野連絡所 牧野公民館に併設  

佐野川連絡所 佐野川公民館に併設 

（（３３））休休日日窓窓口口ササーービビススココーーナナーー設設置置状状況況  

 市役所本庁舎、緑区役所、南区役所の3か所 

（（４４））日日直直代代行行員員制制度度  

 城山総合事務所、津久井総合事務所、相模湖総合事務所、藤野総合事務所の4か所 

（（５５））電電話話予予約約申申請請件件数数  

令和5年度 住民票の写し：240件  戸籍の附票： 6件  印鑑登録証明書： 98件 ･･･ 計 344件 

令和6年度 住民票の写し：194件  戸籍の附票： 9件  印鑑登録証明書： 58件 ･･･ 計 261件 

令和7年度 住民票の写し：132件  戸籍の附票： 9件  印鑑登録証明書： 48件 ･･･ 計 189件 

（（６６））第第２２・・４４土土曜曜日日のの窓窓口口開開設設状状況況  

開設年度 開設場所 処理件数(件)※ 

令和5年度 緑区役所、中央区役所、南区役所、国保年金課 28,860 

令和6年度 緑区役所、中央区役所、南区役所、国保年金課 25,346 

令和7年度 緑区役所、中央区役所、南区役所、国保年金課 32,286 

※ 処理件数のうち証明書について、令和5年度までは申請件数を計上し、令和6年度以降は発行件数を計上

している。  

  

９９  住住居居表表示示  

 本市では昭和39年5月1日から令和8年3月31日までに56.25km2(全市域の17.1%)について住居表示を行った。ま

た、街区表示板の交換や新設、新築建物に係る住居番号の設定等を行った。 

 令和7年度 住居番号の設定 1,635件 

 

 

市市 民民 協協 働働 推推 進進  
１１  自自治治会会  

 自治会は、地域住民の自主的な自治団体として、コミュニティの形成や地域活動を推進する上で大きな役割

を果たしており、安全・安心で住みよいまちづくりのため多種多様な活動を展開している。 

 本市は、重要な政策である｢いきいきとした地域コミュニティをつくります｣を推進する上で、自治会を重要

なパートナーとして位置付け、積極的に自治会活動を支援するとともに、自治会と協働して事業を進めている。 

 平成25年8月には相模原市自治会連合会と連携基本協定を締結し、10月には相模原市自治会連合会との協働

による自治会加入促進プロジェクトの一環として自治会加入促進の具体的な取組を検討する相模原市自治会加

入推進協議会を発足した。また、同年11月、当該協議会の構成団体である不動産関係団体と相模原市自治会連

合会及び本市との間で自治会への加入促進に関する協定を締結し、自治会の活性化と加入促進に向けた各種施

策に取り組んでいる。 
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 令和8年4月1日現在、市内には577の自治会があり、22の地区ごとに各自治会が地区自治会連合会を組織し、

さらに22地区自治会連合会により相模原市自治会連合会が組織されている。 

（（１１））自自治治会会加加入入状状況況                                 (令和8年4月1日現在)  

地区自治 

会連合会 
自治会数 加入世帯数 

世帯数の増減 

(前年比) 

地区自治 

会連合会 
自治会数 加入世帯数 

世帯数の増減 

(前年比) 

橋 本 29 12,315 △ 238 大野北  35 12,222 △ 371 

大 沢 17 3,871 △ 311 田 名  16 4,898 △ 418 

城 山 12 4,880 △ 216 上 溝  15 4,782 △ 421 

津久井 61 5,156 △ 220 中央区計 186 51,319 △ 1,914 

相模湖 29 1,928 △ 68 大野中  33 16,597 △ 283 

藤 野 50 2,336 △ 43 大野南  32 17,437 △ 189 

緑区計 198 30,486 △ 1,096 麻 溝  23 3,579 △ 107 

小 山 9 4,496 △ 241 新 磯  32 2,484 △ 198 

清 新 16 5,187 △ 7 相模台  26 10,905 △ 117 

横 山 21 2,855 △ 221 相武台  32 5,736 △ 155 

中 央 33 6,414 △ 162 東 林  15 9,607 △ 169 

星が丘 14 3,954 115 南区計 193 66,345 △ 1,218 

光が丘 27 6,511 △ 188 総 計 577 148,150 △ 4,228 

（（２２））自自治治会会等等集集会会所所建建設設補補助助  

 自治会が集会所を新築、購入、増築、改築する場合は140㎡までを対象に、集会所用地の購入については 

200㎡までを対象に、経費の2分の1以内の額を補助している。 

 また、バリアフリー改修、アスベスト除去工事をする場合は経費の3分の2、修繕をする場合は経費の2分の

1、太陽光発電システムを設置する場合は経費の2分の1、令和7年度及び8年度にはモデル事業として災害時に

利用できる井戸を設置する場合に経費の3分の2を補助している。※一部補助限度額あり 

(令和７年度実績 用地購入：1件 修繕:7件 アスベスト：1件 井戸：2件) 

 自治会等集会所建設補助事務は、緑・南区役所地域振興課及び中央6地区・城山・津久井・相模湖・藤野の

各まちづくりセンターで行っている。 

（（３３））自自治治会会等等集集会会所所建建設設資資金金融融資資  

 自治会が集会所を新築、購入、増築、改築、バリアフリー改修または修繕する場合、補助対象経費から補

助額を控除した額の範囲で融資を受けることができる。また、自治会が集会所用地を購入する場合でも同様

である。建物、土地共に利子は年2％、返済は10年以内。 

（（４４））自自治治会会等等集集会会所所賃賃借借料料補補助助  

 自治会が集会所用地として借地する場合は、賃借料の2分の1(賃貸借契約又は使用承諾期間が1年以上、借

地面積200㎡まで)の額を補助している。 

 また、自治会が集会所として借家する場合においても、賃借料の2分の1(賃貸借契約又は使用承諾期間が1

年以上、借家面積140㎡まで)の額を補助している(令和7年度実績：用地1件)。 

（（５５））ふふれれああいい広広場場のの設設置置  

 地域住民の軽スポーツ、レクリエーション、文化活動等のコミュニティ活動を促進するため1公民館区2箇

所を限度として｢ふれあい広場(多目的広場)｣を設置している。設置箇所数は令和8年4月1日現在で40か所と

なっている。 

 また、ふれあい広場の維持管理については、地域で組織する｢広場管理運営委員会｣または｢自治会｣と｢街美

化アダプト制度(ふれあい広場管理)合意書｣を締結し、地域の自主的な運営により行っている。 
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（（６６））自自治治会会掲掲示示板板活活用用促促進進事事業業  

 自治会掲示板の活用促進を図るため、自治会掲示板活用促進事業により掲示板及び交換用板を作成・配布

し、自治会掲示板の活用を促進している。 

 令和7年度配布状況：新規21基、交換用板30枚 

 令和8年4月1日現在：2,384基 

  

２２  市市民民協協働働意意識識のの普普及及啓啓発発  

 自治会等の地域活動やＮＰＯ等の市民活動をはじめ、協働の取組を取りまとめた｢協働ニュース｣の発行や、

市ホームページ等を通じて発信するなど、市民協働意識の普及啓発を行った。 

 また、庁内に協働の意識の普及や取組の推進を図るため、市民協働推進主任及び市民協働推進員を配置した。 

・ 令和7年12月及び令和8年2月 協働ニュース第11号、第12号の発行 

・ 令和7年10月 市民協働推進主任研修及び市民局研修を実施 

 

３３  市市民民協協働働推推進進審審議議会会  

（（１１））市市民民協協働働推推進進基基本本計計画画のの推推進進  

 令和2年3月に策定した｢第2次市民協働推進基本計画｣に基づき、皆で担う地域社会の実現に向け、各施策の

推進を図るとともに、市民協働推進審議会等において進行管理を実施した。 

（（２２））市市民民協協働働推推進進審審議議会会  

 市民協働推進条例に基づき、同条例の目的を達成し、協働に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め策定された第2次市民協働推進基本計画の進行管理及び協働に関する必要な事項について調査審議し、答

申をした。 

・ 第1回 令和7年 9月12日  第2次市民協働推進基本計画の進行管理 

協働事業提案制度事業の審査についての諮問 

・ 第2回 令和7年11月12日  協働事業提案制度事業の審査についての答申 

 

４４  市市民民協協働働のの推推進進  

（（１１））ささががみみははらら市市民民活活動動ササポポーートトセセンンタターー  

 市民活動を支援する事業として、情報の発信や活動の場の提供、相談の受付、市民活動活性化のための講

座等を行っている。  

ア 事業概要  

・ 所 在 地：中央区富士見6丁目6番23号 けやき会館3階 

・ 延床面積：162.49㎡ 

・ 設 置 日：平成14年10月20日 

・ 協働運営：特定非営利活動法人さがみはら市民会議(平成18年4月1日から) 

・ 会議室等利用者数：7,417人、相談件数：375件、登録団体数：346団体(令和8年3月31日現在) 
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イ 主な事業(令和7年度) 

事業名 実施日等 会場等 実績等 

ＮＰＯ相談会 令和7年4月～令和8年3月 
サポートセンター 
ほか 

相談件数 36件 

広報紙｢さぽせんナウ｣の
発行 

年6回(4月、6月、8月、10月、
12月、2月) 

市内の公共施設等に
配布 

発行部数 
4月発行分   1400部 
6～2月発行分各1200部 

ＮＰＯの会計講座 
令和7年10月18日、 
11月15日、12月6日、 
令和8年1月17日 

サポートセンター 参加者数延 29人 

第20回さがみはら市民活
動フェスタ 

令和7年10月5日 淵野辺公園 参加団体数延 43団体 

利用者懇談会及び交流会 令和8年2月18日 職員研修所 参加者数 71人 

（（２２））街街美美化化アアダダププトト制制度度  

 市民が自主的に地域の公園、緑地など公共スペースの美化活動等を行い、市が活動を支援する、市民と市

とのパートナーシップに基づくまちづくりとして街美化アダプト制度(里親制度)を推進した。 

実施状況                              (令和8年3月31日現在) 

 実施個所数 活動団体数  実施個所数 活動団体数 

緑   地 39 31 河 川 敷 7 7 

街区公園等 487 299 市 道 等 72 72 

緑   道 41 36 ポイ捨て禁止重点地区 2 6 

雨水調整池 1 1 ふれあい広場 40 28 

児 童 遊 園 22 20 合    計 711 499 

（（３３））特特定定非非営営利利活活動動促促進進法法にに基基づづくく設設立立認認証証等等のの事事務務  

ア 認証・認定特定非営利活動法人に関する事務 

 特定非営利活動促進法に基づき、特定非営利活動法人の設立にあたっての事前相談や設立認証、事業報

告書等の受理を行った。令和8年3月31日現在の法人数は以下のとおり。 

・ 認証法人数         232法人 

・ 令和7年度新規認証法人数    5法人 

・ 相模原市認定法人数     11法人 

・ 相模原市特例認定法人数    0法人 

イ 指定特定非営利活動法人に関する事務 

 寄附金税額控除の対象となる法人を指定する｢個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定

非営利活動法人等を定める条例｣において、1法人における寄附金を受け入れる期間を更新した。 

申 出 期 間 令和6年12月16日～令和7年1月31日 令和7年6月16日～令和7年7月31日 

申 出 法 人 数 － 新規1法人、更新1法人 

指定審査会開催日 － 
令和7年9月17日、 

令和7年9月26日(オンライン) 

・ 相模原市指定特定非営利活動法人数 13法人(令和8年3月31日現在) 

（（４４））協協働働事事業業提提案案制制度度  

 市民活力を活かせる地域社会の実現に向け、市民と行政がお互いの提案をもとに、協働して地域課題の解

決を図っていくための仕組みである協働事業提案制度を運用した(制度として実施できるのは、最大で3年

間)。 
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ア 提案の種類 

・ 市民提案(市民から提案された課題で、応募は団体に限る) 

・ 行政提案(行政から提案した課題で、応募は団体に限る) 

・ アイデア提案(個人提案も可・随時受付) 

イ 事業スケジュール 

・ 事前相談期間：通年受付 

事前相談件数：11件(令和7年4月30日までの受付分) 

・ 提案の募集：令和7年5月7日～令和7年5月30日 

提案件数：市民提案4件 

・ 公開プレゼンテーション・審査会：令和7年10月18日開催 

事業化決定件数：2件 

ウ 事業検証・評価 

・ 公開事業報告会：令和7年6月21日開催、対象事業4件 

(令和6年度で終了した事業、令和7年度が最終年度となる事業が対象) 

・ 公開中間ヒアリング・審査会：令和7年10月18日開催、対象事業3件 

(令和7年度が1年度目、2年度目で、次年度継続を希望する事業が対象) 

（（５５））市市民民・・行行政政協協働働運運営営型型市市民民フファァンンドド  

 市民と行政が役割分担に基づき、市民が自主的に市民活動を支援する仕組みを活用し、社会貢献を行う団

体の活動の活性化を図った。 

・ 寄附金額：1,157,698円(基準日：令和7年10月31日) 

・ 助成事業の募集：令和7年10月14日～令和7年12月12日 

・ 応募件数：15件(ファーストステップコース6件、ステップアップコース9件) 

・ 公開プレゼンテーション・審査会：令和8年2月21日開催 

・ 交付決定件数：12件(交付決定額：1,810,000円) 

（（６６））地地域域活活動動・・市市民民活活動動ボボラランンテティィアア認認定定制制度度  

 皆で担う地域社会の実現に向け、地域活動・市民活動への参加を促すきっかけづくりとして、これから社

会に出る若い世代のボランティア意識を醸成するため、大学生等が行う公益活動実績を認定した。 

・ 認定証の贈呈実績：学生127名及び16団体 

・ 認定証贈呈式：令和8年2月6日開催 

（（７７））ささががみみははらら地地域域づづくくりり大大学学    

 協働の観点での地域活動や市民活動を行う際に役立つ知識や技術を体系的に学べる場として設置し、平成

27年6月に開講。平成28年度からは、市民・大学交流センターの指定管理業務として、公益社団法人相模原・

町田大学地域コンソーシアムが運営を行っている。 

・ 実施講座数：19講座(地域活動コース・短縮版コース7講座、専門講座8講座、公開講座2講座、 

市民企画講座2講座) 

・ 会場：市民・大学交流センターほか 

・ 実受講者数：42人 

（（８８））大大学学地地域域連連携携  

 公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアムの会員として、大学と地域の連携によるまちづくりを

推進している。 
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ア 目的 相模原市と町田市を生活圏とする地域の大学、ＮＰＯ、企業、行政など様々な主体が連携し、そ

れぞれの特性を活かした協働を通じて、教育学習、人材育成及び地域発展に関する事業を行い、魅力あふ

れる地域社会を創造する。 

イ 正会員36団体(大学・専門:16、ＮＰＯ：2、企業・経済団体・公益法人：16、行政：2) 

ウ 賛助会員9団体(企業：4、法人：6) 

エ 事業概要 ①教育学習事業(多彩な学びの場を市民に提供する事業) 

②人材育成事業(まちづくりの担い手を育成する事業) 

③地域発展事業(新たな文化・福祉・産業の発展に寄与する事業) 

（（９９））大大学学ととのの包包括括連連携携  

 大学と市が、様々な分野に関する包括的・継続的な連携を推進することにより、地域の課題解決及び活性

化、人材育成等を図り、市のまちづくりに寄与することを目的に｢包括連携協定｣を締結した。 

・ 協定締結大学(市内大学：7、市外大学：7) 

平成26年 5月 相模女子大学・相模女子短期大学部 

平成26年11月 青山学院大学、麻布大学、桜美林大学、和泉短期大学、女子美術大学 

平成27年 2月 北里大学 

平成27年 8月 東海大学、横浜国立大学 

平成28年11月 多摩美術大学 

令和元年 9月 東京家政学院大学 

令和 2年11月 法政大学 

令和 4年 5月 國學院大學 

令和 5年 8月 関東学院大学 

・ 協定に基づく連携事業実績件数：683件(令和7年度実績) 

 

５５  市市民民・・大大学学交交流流セセンンタターー（（愛愛称称  ユユニニココムムププララザザささががみみははらら））  

（（１１））設設置置目目的的  

 地域活動や市民活動を行う市民と高度な専門性や豊富な人材を有する大学が連携して、福祉、健康、環境

等、様々な分野に関する地域課題の解決や地域の活性化を図り、快適で魅力あるまちづくりを推進する拠点

として設置した。 

（（２２））施施設設概概要要  

・ 所 在 地：南区相模大野3丁目3番2-301号 

・ 構  造：鉄筋コンクリート 

・ 延床面積：2,965.82㎡ 

・ 設 置 日：平成25年3月15日 
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（（３３））施施設設内内容容  

ア 一般利用施設 

施設名称 施設内容 

セミナールーム1、2 公開講座、シンポジウム、交流会が開催できる施設 

実習室1 調理実習の設備を整えた、セミナーなどに利用できる施設 

実習室2 水周り設備を充実し、実験や制作、セミナーなどに利用できる施設 

ミーティングルーム 

1～5 
5つのミーティングルームを備え、様々な規模の会議や、打合せに利用できる施設 

ＡＶスタジオ 
専門の撮影・録音・編集機材が揃った、ムービー作品や放送用の番組制作に利用で

きる施設 

マルチスペース 
7室まで分割が可能なパーティションを備えた、イベント・展示、会議及び打合せな

どを行える施設 

イ シェアードオフィス 

施設名称 施設内容 

シェアードオフィス1～3 
大学の専門性などを活かして、地域の課題解決や活性化のための新たな活動拠点と

なる事務スペース 

ウ 情報コーナー 

施設名称 施設内容 

大学情報コーナー 
大学の教育・研究活動や地域貢献活動など、様々な大学の情報を発信する展示コー

ナー 

地域情報コーナー 地域活動・市民活動など、様々な地域の情報を発信するコーナー 

（（４４））令令和和７７年年度度利利用用実実績績  

ア 一般利用施設(利用人数)                    (単位：人) 

セミナールーム1 セミナールーム2 実習室1 

19,046 25,785 5,856 

実習室2 ミーティングルーム1 ミーティングルーム2 ミーティングルーム3 

9,512 4,639 3,660 6,412 

ミーティングルーム4 ミーティングルーム5 マルチスペース ＡＶスタジオ  

12,736 8,211 6,081 4,405 

イ シェアードオフィス等入居・出展の実績 

施設名称 入居・出展数 施設名称 入居・出展数 

大学情報コーナー(4㎡) 12団体 シェアードオフィス1 7団体 

大学情報コーナー(1㎡) 6団体 シェアードオフィス2 2団体 

地域情報コーナー 7団体 シェアードオフィス3 2団体 

ウ リエゾン(橋渡し)機能 

 市民と大学が連携を深め、課題を共有し、大学の専門性と人材を活用して地域課題の解決や地域の活性

化に取り組むための橋渡し機能。 

・ 連携実績件数29件 
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６６  市市民民健健康康文文化化セセンンタターー  

（（１１））設設置置目目的的  

 市民の健康の保持及び増進並びに文化及び福祉の向上のために、市民の誰もが、運動、文化、レクリエー

ション活動等の多彩な目的に利用できる複合施設及び開かれた市民相互の交流の場として設置した。 

（（２２））施施設設概概要要  

・ 所在地：南区麻溝台1872番地1 

・ 構 造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地下1階 地上2階 

・ 規 模：敷地面積 7,987.76㎡ 建築面積 4,080.63㎡ 延床面積 6,191.22㎡ 

・ 設置日：昭和58年11月18日 

（（３３））施施設設内内容容  

1階 

プール 
一般用25m、児童用15m、幼児用変形型(スライダー付)、ウォータースライダー、 
ジャグジー、採暖室 

浴室 健康趣向の浴室(一般浴槽、泡沫浴、超音波浴) 

カフェ 軽食、喫茶等 

多目的広場 各種集い、展示会等ふれあいの場 

多目的会議室1 各種会議、講演会等多目的に利用できる会議室 

2階 

講習室1・2・3 囲碁、将棋、講習会、各サークル活動等 

茶室 茶道、華道の学習、サークル活動等 

工作室 附属設備として焼成炉室に陶芸窯を備えているほか、作陶、手工芸、木工芸等 

多目的会議室2 ダンス、楽器の演奏等 

（（４４））令令和和７７年年度度利利用用実実績績  

【有料施設】               (単位：人) 

プール 浴室 

大人 小人 小計 大人 小人 小計 

47,265 50,887 98,152 36,509 645 37,154 

 

多目的会議室1 多目的会議室2 工作室 講習室 茶室 陶芸窯  計 

12,092 21,525 458 14,215 786 36  184,418 

 

【無料施設】                           (単位：人) 

ふれあい広場 展示コーナー 幼児コーナー 交流コーナー 計 

19,639 180 3,403 6,957 30,179 

  

７７  北北市市民民健健康康文文化化セセンンタターー  

（（１１））設設置置目目的的  

 市民の健康の保持及び増進並びに文化及び福祉の向上のために、市民の誰もが、運動、文化、レクリエー

ション活動等の多彩な目的に利用できる複合施設及び開かれた市民相互の交流の場として設置した。 

（（２２））施施設設概概要要  

・ 所在地：緑区下九沢2071番地1 

・ 構 造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地下1階 地上3階 

・ 規 模：敷地面積 9,072.88㎡ 建築面積 4,454.68㎡ 延床面積 9,069.68㎡ 

・ 設置日：平成11年5月3日 
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（（３３））施施設設内内容容  

地下1階 駐車場 65台収容 

1階 
プール 

25mプール、流水プール、幼児･児童用プール、ウォータースライダー(2基)、 
ジャグジー、採暖室 

展示コーナー 作品展示等 

2階 

障害者プール 15mプール 

娯楽室 囲碁、将棋等に利用できる洋室 

談話室 休憩、談話等に利用できる和室 

会議室 各種会議、講演会等多目的に利用できる会議室 

講習室 陶芸、木工等のための講習室、準備室に陶芸窯設置 

3階 
浴室 健康趣向の浴室(一般浴槽、気泡浴槽、低温サウナ) 

大広間 芸能等の鑑賞、発表等に利用できる和室(舞台付) 

（（４４））令令和和７７年年度度利利用用実実績績  

有料施設                 (単位：人) 

プール 浴室 

大人 小人 小計 大人 小人 小計 

66,864 74,547 141,411 47,206 725 47,931 

 

会議室 講習室 陶芸窯 トレーニングルーム  計 

3,873 1,107 258 5,946  200,526 

 

無料施設                                      (単位：人) 

障害者プール 大広間 談話室 娯楽室 ロビー 展示コーナー リフレッシュルーム 計 

9,127 11,198 4,190 1,386 2,200 3,873 4,876 36,850 

 

８８  市市民民協協働働にによよるるままちちづづくくりり  

（（１１））ままちちづづくくりり会会議議  

 地区自治会連合会や地区社会福祉協議会をはじめ、地域において公共的な活動をしている団体等が、地域

資源の発見や魅力づくりなど地域のまちづくりの課題を自主的に話し合い、課題解決に向けた活動に協働し

て取り組むための会議で、22のまちづくり区域にそれぞれ設置されている。 

（（２２））地地区区ままちちづづくくりりをを考考ええるる懇懇談談会会  

 まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を生かしたまちづく

りを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進するため、令和7年10月から令和8年2月にわたり9

地区で実施し、市長のほか副市長、テーマ関連局部長等が出席して、各地区で設定したテーマについて意見

交換が行われた。 

（（３３））地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金  

 より多くの市民の参加と協働による地域の活性化を目指し、まちづくり区域ごとに、市民の自主的な課題

解決や地域の活性化に資する事業に対して、交付金を交付する。 

地域活性化事業交付金の交付事務は、各区役所まちづくりセンターで行っている。 

交付実績：53件 18,885千円 

(緑区：22件 8,761千円 中央区：24件 8,208千円 南区：7件 1,916千円) 
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９９  市市民民活活動動ササポポーートト補補償償制制度度  

 ボランティア活動をしている方が安心して活動できることを目的として、万一の事故に備えて設けられた制

度。補償の対象となる活動は、市内に活動の拠点を置く団体や個人が、無償又は実費程度の弁償を得て、自発

的、継続的及び計画的に行う公益性のある活動(奉仕・福祉・教育・青少年育成・自治会活動等)。補償の対象

者は、これらの活動を行う団体や個人と、その活動者がやむを得ない事由によりボランティア活動に同行させ

る保育その他これに類するものを受ける者。 

補償の内容 

区   分 補償金額(限度額) 

損害賠償責任事故 

対人(身体賠償) 
1名        1億円 
1事故       5億円 

対物(財物賠償) 1事故     1,000万円 

対物(保管物賠償) 1事故      500万円 

傷害事故(本人事故) 

死亡補償金 
後遺障害補償金 
入院補償金 
通院補償金 

1名       500万円(＊) 
1名       500万円(＊) 
1名     1日3,000円 
1名     1日2,000円 

          ＊熱中症・食中毒等については、限度額300万円 

 

 

交交 通通 安安 全全 ・・ 防防 犯犯  
１１  交交通通安安全全  

（（１１））交交通通事事故故のの状状況況  

 令和7年中(1月～12月)の市内での交通事故発生件数は、1,786件で前年に比べ73件の減少となっている。一

方、交通事故死者数は前年と同様に10人となっている。 

 本市では、市内全体の交通事故件数に対し、自転車及び高齢者が関係する事故の割合が高い状況にある。 

市内交通事故発生状況                 (各年12月31日現在) 

年 令和5年 令和6年 令和7年 

件 数(件) 1,992 1,859 1,786 

死 者(人) 7 10 10 

負傷者(人) 2,314 2,090 2,037 

  (令和7年相模原市交通事故統計) 

令和７年 種類別事故件数              (令和7年12月31日現在) 

種 類 件 数(件) 死 者(人) 負傷者(人) 

自転車関係事故 577 2 559 

高齢者関係事故 636 3 314 

(令和7年相模原市交通事故統計) 

（（２２））交交通通安安全全思思想想のの普普及及及及びび啓啓発発  

ア 交通安全教室 

 道路交通法に定められた交通ルールの知識習得及びマナーの向上を目的として、幼稚園・保育園等を対

象に交通安全教室を行った。 

・ 令和7年度交通安全教室開催実績 197回、受講者 延べ13,061人 

イ 違法駐車等防止区域の指定 

 市民・事業者・市が協力して、違法駐車等による交通事故や交通渋滞を解消し、市民の安全で良好な生 
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活環境を保持することを目的に、平成11年10月に｢違法駐車等の防止に関する条例｣を施行し、中心市街地

3鉄道駅周辺を重点区域に指定している。 

ウ 交通安全団体の活動の推進 

(ア)相模原交通安全協会・相模原南交通安全協会・相模原北交通安全協会・津久井交通安全協会  

 悲惨な交通事故を防止するため、運転者の立場から交通安全対策を図るために設立され、各種交通安

全運動等を行っている各交通安全協会に対し、活動費等を助成した。 

(イ)相模原市交通安全母の会連合会 

 地域において母親のようなあたたかい視点を持って各季の交通安全活動や、高齢者世帯を訪問して交

通安全を呼びかける｢高齢者世帯セーフティアドバイズ事業｣などの活動を行っている。 

（（３３））自自転転車車のの安安全全でで適適正正なな利利用用のの推推進進  

ア 相模原市安全に安心して自転車を利用しようよ条例 

 安全で適正な自転車の利用に取り組み、自転車の事故防止、秩序ある利用の推進、安全で安心して利用

できる環境の形成を推進するため、｢相模原市安全に安心して自転車を利用しようよ条例｣を制定した。 

イ 自転車用ヘルメットの着用促進 

 令和5年4月の道路交通法改正により、年齢に関係なく全ての自転車利用者に対し、自転車用ヘルメット

の着用が努力義務化されたことを受け、イベントや各季のキャンペーンにて、ヘルメットの着用促進につ

いての周知・啓発を行った。 

ウ 自転車利用ハンドブックの作成及び配布等 

 自転車を利用するにあたっての交通ルールやマナーをまとめた自転車利用ハンドブックを作成し、ホー

ムページで公開するとともにイベント等で配布を行い、交通ルールの徹底やマナーの向上を図った。 

 

２２  防防犯犯  

（（１１））犯犯罪罪認認知知状状況況  

 令和7年中(1月～12月)の市内での犯罪認知件数は、前年と比べ、321件(7.63%)の増となる4,530件で、昨年

より増加した。罪種別では窃盗犯が75％を占めている。なお、粗暴犯は昨年の約1.4倍、知能犯・風俗犯は昨

年の約1.3倍となっている。 

市内犯罪認知件数                            (各年12月31日現在、単位：件) 

年 凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 合 計 

令和5年 30 216 3,374 153 32 445 4,250 

令和6年 27 196 3,297 221 75 393 4,209 

令和7年 35 293 3,401 299 101 401 4,530 

     (令和7年神奈川県警察犯罪統計) 

（（２２））防防犯犯灯灯  

ア 防犯灯の設置及び維持管理 

 夜間における犯罪を未然に防止するため、ＬＥＤ防犯灯の設置及び維持管理を行った。 

・ 令和7年度末灯数 51,239(市管理) 

イ 防犯灯設置費等、維持管理費補助 

 自治会が管理する防犯灯の維持管理等に要する経費に対し補助を行った。 

・ 令和7年度維持管理費補助 224灯 

（（３３））防防犯犯講講習習会会・・防防犯犯パパトトロローールル  

 犯罪のない安全・安心なまちづくりのために、保育園等において、防犯対策に関するアドバイスや不審者

対応訓練等を実施した。また、青色回転灯装備車両による防犯パトロールを実施した。 

・ 令和7年度防犯講習会開催実績 154回、受講者 延べ6,993人 

― 175 ―



- 176 - 

 

（（４４））防防犯犯活活動動のの推推進進  

ア 地域防犯活動団体の活動等への補助 

(ア)地域防犯活動団体が防犯活動に必要な物品の購入に要する経費に対し補助を行った。 

・ 補助率1/2(補助限度額50,000円) 

・ 令和7年度補助団体数  6団体 

(イ)地域防犯活動団体が設置する防犯カメラの購入及び設置等に要する経費に対し補助を行った。 

・ 補助率9/10(補助限度額120,000円/台、補助限度台数5台/団体) 

・ 令和7年度補助団体数 54団体(137台) 

イ 相模原防犯協会・相模原南防犯協会・相模原北防犯協会・津久井防犯協会 

 犯罪のない明るい社会を実現するため、犯罪の防止及び防犯意識の高揚のための啓発活動、各種防犯運

動を行っている各防犯協会に対し、活動費等を助成した。 

ウ 住宅の防犯対策用品設置費補助事業の実施 

 ｢闇バイト｣等で集められた、いわゆる｢トク・リュウ｣と呼ばれる犯罪集団による押入強盗などの被害が

全国的に発生しており、また、本市においても令和7年6月に緑区若葉台で連続窃盗事件が発生したこと

に伴い、市民の安全・安心が脅かされ、体感治安も非常に低下しているため、市内の住宅(共同住宅を含む)

において、防犯対策用品の購入・設置に係る費用に補助金を交付した。 

・申請人数 2,822人  ・補助個数 4,078個  

（（５５））「「安安全全・・安安心心メメーールル」」にによよるる情情報報のの発発信信  

 犯罪情報や不審者情報について、電子メールで希望者の携帯電話やパソコンに配信を行った。 

（（６６））「「走走るるここどどもも111100番番のの家家」」のの実実施施  

 郵便局やタクシーなどの民間車両のほか、市の公用車や清掃車等により、子どもたちなどから助けを求

められたときや不審者を見かけたときなどに子どもたちを保護し、警察に通報する｢走るこども110番の家｣

を実施している。 

・ ｢走るこども110番の家｣設置台数 1,729台(令和8年4月1日現在) 

（（７７））犯犯罪罪被被害害者者等等へへのの支支援援 

 犯罪に遭われた人やその家族に寄り添い、誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の実現を目指し

て、令和5年4月に｢相模原市犯罪被害者等支援条例｣を施行し、条例に基づく各種支援施策(相談支援、経済

的支援、日常生活支援、居住支援等)を行った。 

・ 相談実数 65件(相談対応数 延べ265回) 

・ 支援者数 30件 

（（８８））暴暴力力団団排排除除のの推推進進  

 市民、事業者及び行政が一体となって暴力団排除を推進するため｢相模原市暴力団排除条例｣に基づき、

市民の意識啓発を図るとともに、市の事務事業からの暴力団排除を実施した。 

（（９９））特特殊殊詐詐欺欺被被害害のの防防止止 

 電話で親族や公共機関の職員を名乗り、現金やキャッシュカードをだまし取るなどの特殊詐欺が市内で

も多発していることを受け、令和3年度から迷惑電話防止機能付き電話機などの購入費の一部を補助する制

度を開始した。 

・ 補助率2/3(補助限度額2,000円又は6,000円、販売店によって限度額が異なる) 

・ 令和7年度補助 204台 
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３３  相相模模原原市市及及びび各各区区安安全全安安心心ままちちづづくくりり推推進進協協議議会会 

相模原市安全・安心まちづくり推進協議会市民、地域団体、事業者、行政機関が協働して、地域における犯

罪及び交通事故の防止等に取り組むことにより、すべての人が安全で安心して暮らし、活動できる相模原市を

実現することを目的に、平成17年7月26日に設立した。 

 平成30年4月26日に、地域の実状等に応じ主体的に事業展開できるよう組織の見直しを行い、市安全・安心ま

ちづくり推進協議会に加え、各区に安全・安心まちづくり推進協議会を設立した。 

（（１１））キキャャンンペペーーンンのの実実施施  

ア 防犯運動 

・ 安全・安心まちづくり旬間 ・ 年末年始特別警戒 

イ 交通安全運動 

(ア)各季の運動 

・ 春の全国交通安全運動   ・ 夏の交通事故防止運動  ・ 秋の全国交通安全運動 

・ 年末の交通事故防止運動  ・ 交通事故死ゼロを目指す日 

(イ)年間運動 

・ 交通安全ひとこえ運動   ・ 自転車マナーアップ運動 ・ 高齢者交通事故防止運動 

・ 二輪車交通事故防止運動  ・ 暴走族追放運動 ・ 違法駐車追放運動 ・ 飲酒運転根絶運動 

（（２２））安安全全・・安安心心パパトトロローールルのの実実施施  

 毎月20日の｢市民交通安全の日｣に警察、小学校、交通安全協会等と連携して、小学校の通学路において安

全・安心パトロールを行った。 

（（３３））「「ここどどもも111100番番のの家家」」のの設設置置  

 地域ぐるみの防犯活動として、子どもたちが、登下校時や公園等で遊んでいる時に、｢知らない人からの声

掛け｣、｢痴漢｣や｢つきまとい行為｣の被害を受けたり、受けそうになった時に安心して避難できる場所とし

て、一般家庭、商店、事業所等の協力により｢こども110番の家｣を設置している。 

・ ｢こども110番の家｣設置数 3,781か所(令和8年4月1日現在) 

（（４４））安安全全・・安安心心ままちちづづくくりり標標語語・・ポポススタターーのの募募集集  

 防犯及び交通安全意識の高揚を図り、安全・安心まちづくり運動の一環として、小・中学生を対象に安全・

安心まちづくりに関する標語・ポスターの募集を実施した。 

・ 応募数 標語 133人、ポスター 111人 

（（５５））安安全全・・安安心心ままちちづづくくりり表表彰彰のの実実施施  

 防犯及び交通安全等の安全・安心まちづくりの推進に功労のあった個人・団体の表彰を行った。 

（（６６））ススケケアアーードド・・スストトレレイイトトのの実実施施  

 スタントマンにより交通事故を再現し、交通事故の怖さを実感させ、受講者に考える機会を与えるスケ

アード・ストレイトを高校等で実施した。 

（（７７））安安全全・・安安心心ままちちづづくくりりにに関関すするる地地域域活活動動のの支支援援  

 地域において安全・安心まちづくり活動を実施している団体に対して助成を行った。 

・ 各区安全・安心まちづくり推進協議会支部(22地区)  ・ 相模原市交通安全母の会連合会 

・ 地区交通安全母の会(10地区)            ・ 青色パトロール実施団体 

（（８８））ささががみみははらら安安全全安安心心スステテーーシショョンンのの運運営営    

 さがみはら安全安心ステーション(相模原南警察署町田駅南口臨時警備出張所)の運営を行った。  

（（９９））高高齢齢ドドラライイババーーのの交交通通事事故故防防止止にに向向けけたた啓啓発発活活動動    

 高齢者の運転に起因する事故を無くすため、警察や関係団体と連携した広報・啓発活動や、運転適性検査

等の講習会を実施している。 
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４４  路路上上喫喫煙煙のの防防止止対対策策 

 ｢相模原市路上喫煙の防止に関する条例｣に基づき、市民等の身体及び財産の安全及び安心の確保を図り、市

民の生活環境の向上に資するための事業を行った。 

（（１１））路路上上喫喫煙煙重重点点禁禁止止地地区区及及びび路路上上喫喫煙煙禁禁止止地地区区のの指指定定  

 市内全鉄道駅(16駅)及びこれらに近接する保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の外周道路(49

か所)を路上喫煙禁止地区として指定し、指定地区内での喫煙を禁止している。また、中心市街地3鉄道駅周

辺については、路上喫煙重点禁止地区にも指定している。 

（（２２））路路上上喫喫煙煙防防止止指指導導員員のの設設置置  

 路上喫煙重点禁止地区及び路上喫煙禁止地区に路上喫煙防止指導員を配置し、路上喫煙者に対し路上での

喫煙行為を止めるよう指導等を行った(令和7年度指導等数：2,344件)。 

 

５５  落落書書きき行行為為のの防防止止対対策策  

 市民等、事業者、建物所有者及び市が連携し、市民が安心して快適に暮らすことができる環境の確保に資す

ることを目的に、｢相模原市落書き行為の防止に関する条例｣に基づき対策を講じた。 

 

【【交交通通・・地地域域安安全全課課】】  

【【緑緑区区役役所所地地域域振振興興課課】】【【中中央央区区役役所所地地域域振振興興課課】】【【南南区区役役所所地地域域振振興興課課】】  

 

 

消消 費費 生生 活活  
１１  市市民民参参加加にによよるる消消費費者者行行政政  

（（１１））消消費費生生活活審審議議会会  

 消費生活基本計画等に係る意見を答申するとともに、消費生活に関する重要な事項について、市長の諮問

に応じて調査審議し、その結果を答申し、又は意見を建議するために設置。 

・ 第1回：令和7年8月7日   令和6年度第2次相模原市消費生活基本計画年次報告書(案)について ほか 

・ 第2回：令和7年12月3日  消費生活に関する市民意識調査(案)について ほか 

・ 第3回：令和8年3月16日  消費生活に関する市民意識調査結果(速報値)について ほか 

（（２２））消消費費者者月月間間事事業業  

 消費者保護基本法(現在の消費者基本法)の施行20周年を機に、毎年5月を｢消費者月間｣と定め、消費者の利

益を守り、豊かな社会生活を築くため、行政・事業者・消費者が一体となった取組を行うことで、市民の消

費生活の向上と消費者意識の高揚を図る機会としている。 

・ 令和7年度テーマ：明日の地球を救うため消費者にできること グリーン志向消費～どのグリーンにする？～ 

・ 内 容：本庁舎内館内放送、庁内放送動画放映、図書館展示、消費生活メールマガジン・LINEマガジン、

相模原市ホームページ掲載、ポスターの掲示等 

（（３３））みみんんななでで考考ええよようう消消費費生生活活展展   

 消費者が確かな知識や判断力を身につけ、情報を正しく理解し、適切な行動ができる自立した消費者とな

るよう、パネルや物品の展示等を通じて必要な情報を提供する機会とした。 

・ 実施日：令和7年10月18日 

・ 場 所：ミウィ橋本5階インナーガーデン 
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（（４４））関関東東甲甲信信越越ブブロロッックク高高齢齢者者悪悪質質商商法法被被害害防防止止共共同同キキャャンンペペーーンン  

  悪質商法被害の増加、広域化を踏まえて、毎年9月に関東甲信越ブロックを中心とする自治体間で広域的

に連携し、高齢者被害防止に関する取組を実施することで、被害の拡大防止及び未然防止を図る機会とした。  

ア 関東甲信越ブロック共同事業｢高齢者被害特別相談｣ 

・ 内 容：高齢者を対象とした消費生活特別相談を実施 

・ 実施日：令和7年9月15日～17日 午前9時～午後4時(15日：午前9時～正午、午後1時～4時) 

・ 場 所：消費生活総合センター 

イ 啓発チラシの作成・配布 

・ 市内公共施設等：約2,000枚 

・ 損害保険ジャパン株式会社、明治安田生命保険相互会社、第一生命保険株式会社と連携したチラシ配

布事業：約1,150枚 

（（５５））関関東東甲甲信信越越ブブロロッックク若若者者悪悪質質商商法法被被害害防防止止共共同同キキャャンンペペーーンン  

 悪質商法被害の増加、広域化を踏まえて、毎年1～3月に関東甲信越ブロックを中心とする自治体間で広域

的に連携し、若者の悪質被害防止に関する取組を実施することで、被害の拡大防止及び未然防止を図る機会

とした。 

ア 関東甲信越ブロック共同事業｢若者トラブル188番｣ 

・ 内 容：若者を対象とした消費生活特別相談を実施 

・ 実施日：令和8年1月11日～13日 午前9時～午後4時(11日・12日：午前9時～正午、午後1時～4時) 

・ 場 所：消費生活総合センター 

イ その他取組 

・ 市内及び近隣の大学等のお知らせメールを通じた注意喚起の依頼 

依頼先：青山学院大学、麻布大学、和泉短期大学、桜美林大学、北里大学、相模女子大学、 

相模原看護専門学校、女子美術大学、東京家政学院大学、医療ビジネス観光福祉専門学校 

・ はたちのつどいにおける啓発物品の配架：令和8年1月12日 

 

２２  学学習習機機会会のの提提供供  

（（１１））講講師師派派遣遣事事業業  

 住民自治団体及び消費者団体等が自主的に企画した講座等へ講師を派遣した。 

・ 派遣回数：全25回 

・ 延参加者数：903人 

（（２２））大大学学等等ととのの消消費費者者被被害害防防止止ののたためめのの懇懇談談会会  

 市内大学・専門学校の学生担当者と行政が集い、学生の消費者被害の実態などについて意見交換し、学生

への指導の一助とするため懇談会を開催した。 

・ 実施日：令和8年3月13日 

・ 内 容：若者の消費生活相談の状況、学生に多いトラブル事例の紹介、若年者への消費者啓発等 

（（３３））夏夏休休みみ子子どどもも消消費費者者教教室室  

 小学校5・6年生を対象に、夏休み期間に実習等を通じて、消費者として必要な知識を身につける機会とす

る教室を開催するもの。なお、令和6年度の実施をもって終了している。 

（（４４））消消費費者者問問題題教教養養セセミミナナーー  

  市民を対象に、消費生活に関する講座を通じて、消費者が自ら消費生活に関する知識を取得し、適切な行

動に結び付ける実践的な能力を身につける機会とするセミナーを開催した。 

・ 実施日：令和8年2月14日、21日、28日 午前10時～午前11時30分 

・ 内 容：消費生活に関連した社会状況や経済、製品安全などをテーマとした講義 
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３３  情情報報のの提提供供  

（（１１））広広報報紙紙「「広広報報ささががみみははらら」」へへのの記記事事掲掲載載  

・ 掲載号 令和7年 5月1日  内容 地球にやさしい消費行動を (消費者月間) 

・ 掲載号 令和7年 9月1日  内容 消費生活総合センターってどんなところ？ 

※ 高齢者向け悪質商法被害防止キャンペーン月間についても周知 

・ 掲載号 令和7年11月1日   内容 多重債務は一人で悩まず相談を(多重債務者相談強化キャンペーン) 

・ 掲載号 令和8年 1月1日  内容 誰にでも起こり得る契約トラブルにご注意を 

(若者向け悪質商法被害防止キャンペーン) 

消費生活相談員の募集 

消費者問題教養セミナー開催の案内 

（（２２））啓啓発発資資料料のの作作成成・・発発行行  

・ 消費生活情報紙｢すぱいす｣の発行(147～150号) 

 年4回(7、10、1、4月)発行 各2,500部 

（（３３））常常設設展展示示にによよるる情情報報提提供供  

 高齢者に多い3Ｋ(金・孤独・健康)に関する契約トラブルの啓発パネル等を展示した。 

・ 場 所：消費生活総合センター展示コーナー 

（（４４））メメーールルママガガジジンン・・ＬＬＩＩＮＮＥＥママガガジジンンにによよるる情情報報提提供供    

・ 配信回数52回 

・ 内 容：消費生活相談窓口の案内、よくある相談事例、注意喚起情報、イベント情報など 

（（５５））消消費費生生活活見見守守りりララジジオオ配配信信  

 高齢者や障害者等の消費者被害の未然防止及び早期発見を目的として、ＦＭラジオを活用した消費生活に

関する見守り情報を配信した。 

・ 事業名：｢大事な人を見守り隊！｣消費生活センターお役立ち情報 

・ 放送局：ＦＭ ＨＯＴ ８３９(エフエムさがみ) 

・ 配信日：令和7年5月～令和8年1月 月～金毎日2回(朝・夕方) 

・ 内 容： 

放送期間 テーマ 

5月 
前半( 1日～15日) 家の鍵を紛失、出張作業で高額請求？！ 

後半(16日～月末) 始めましょう！デジタル終活 

6月 
前半( 1日～15日) ネット通販にあらかじめ入っているチェックに注意 

後半(16日～月末) 古い扇風機から出火！ 

7月 
前半( 1日～15日) お米の詐欺サイトに注意！ 

後半(16日～月末) 高齢者サポートサービスの契約トラブルに注意！ 

8月 
前半( 1日～15日) 警察を名乗る電話にご注意！ 

後半(16日～月末) ～リチウムイオン電池の膨張、発煙・発火にご注意～ 

9月 
前半( 1日～15日) 災害後に増える住宅修理トラブルにご注意！ 

後半(16日～月末) 著名人を名乗る投資話の勧誘に注意！ 

10月 
前半( 1日～15日) 国勢調査をかたる不審な電話等にご注意！ 

後半(16日～月末) 配線器具 その使い方間違っていませんか？正しく使って安全に 
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放送期間 テーマ 

11月 
前半( 1日～15日) 実在する業者をかたり未納料金請求する詐欺に注意 

後半(16日～月末) 海外事業者とのサブスク契約に注意！ 

12月 
前半( 1日～15日) 意図せぬリボ払いにご注意 

後半(16日～月末) テレビショッピングのトラブルにご注意 

1月 
前半( 1日～15日) 携帯電話の契約は慎重に 

後半(16日～月末) 広告と異なる商品が届くネット通販にご注意 

（（６６））タタウウンンニニュューースス（（緑緑・・中中央央・・南南区区版版））のの掲掲載載  

 高齢者や障害者等の消費者被害の未然防止及び早期発見を目的として、地域情報紙タウンニュースに消費

生活に関する見守り情報を令和7年5月から令和8年2月までの各第1木曜日発行分(1月掲載分のみ元旦号)に

掲載した。 

 

４４  相相談談・・苦苦情情のの処処理理  

（（１１））消消費費生生活活相相談談  

 市民の消費生活の安定向上と適正な商品・サービスの普及を図るため、苦情や問合せに対し、消費生活相

談員による情報提供や助言等を行った。 

・ 場 所：消費生活総合センター(シティ・プラザはしもと内)  消費生活相談受付件数 

・ 時 間：月～金 午前9時～午後4時 

第2、4金曜日 午前9時～午後6時 

土・日・祝日 午前9時～正午、午後1時～午後4時 

※ 年末年始を除く。 

 

５５  消消費費者者団団体体のの育育成成  

（（１１））消消費費者者団団体体支支援援事事業業  

 消費者問題についての研究、活動等を展開しているさがみはら消費者の会に対し、活動の場の提供や定例

会の出席などをとおして支援を行った。 

 

６６  計計量量及及びび表表示示のの適適正正化化  

（（１１））計計量量器器定定期期検検査査等等  

 商品の量目の正確性と取引の適正化を図ることを目的に、店舗、工場、事業所等において取引や証明に使

用する計量器の精度を確保するため、定期検査を実施した。 

 また、事業者への立入、商品の量目検査及び試買検査等を実施した。 

・ 定期検査 指定検査機関による検査    検査台数＝1,578台 

計量士による代検査届出    届出台数＝805台 

・ 立入検査 スーパー、ストア関係     6事業所 計量器＝24台 商品量目＝460点 

石油ガスメーター等関係    6事業所 台帳検査＝9,767台(現物検査＝54台) 

・ 商品試買検査 調査品目：食塩(5業者分)  検査商品数＝5種類 検査個数＝25個 

（（２２））家家庭庭用用品品品品質質表表示示法法及及びび製製品品安安全全四四法法にに基基づづくく立立入入検検査査    

 日常生活で使う家庭用品に適正な表示がされているか、消費生活用製品や電気用品などの指定された製品

について、国が定めた技術上の基準を満たしていることを証する表示があるかを立入検査により確認した。 

 苦情 問合せ 計 

令和5 5,486 391 5,877 

令和6 5,438 308 5,746 

令和7 6,109 389 6,498 
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（（３３））計計量量思思想想のの普普及及・・啓啓発発    

・ 正量取引強調月間運動  商取引が増大する中元期及び歳末期にポスター掲示等を実施した。 

・ 計量教室        夏休み子ども消費者教室で開催していたが、令和6年度で終了している。 

・ 計量ブースの出展    みんなで考えよう消費生活展にブースを出展し、スーパーボールの重さを量

る体験コーナーを設けた。 

・ 計量管理強調月間運動  計量管理実施報告書の受理及び進達、ポスター作成・配布などを実施した。  

 

【【消消費費生生活活総総合合セセンンタターー】】  

  

  

斎斎 場場  
１１  市市営営斎斎場場  

（（１１））施施設設概概要要  

・ 所 在 地：南区古淵5丁目26番1号 

・ 構  造：鉄筋コンクリート造 地上2階 地下1階建 

・ 規  模：敷地面積 22,617㎡ 建築面積 2,942㎡ 延床面積 4,256㎡ 

・ 供用開始：平成4年10月26日 

（（２２））施施設設内内容容  

・ 火 葬 棟：火葬炉11基(一般炉10基、胎児炉1基、燃料：都市ガス)、告別ホール3ヵ所、収骨室3室 

待合室12室、待合ロビー、売店、更衣コーナー、授乳コーナー、キッズコーナー、配膳スペース 

・ 式 場 棟：大式場(100名)、小式場(70名)、式場控室2室、宗教者控室、霊安室(保冷庫4基) 

（（３３））指指定定管管理理者者にによよるる斎斎場場のの管管理理運運営営(平成27年度より制度導入)  

・ 指定管理者 ：相模トライアム・五輪・宮本工業所企業体 

・ 指定管理期間：(第3次)令和5年4月1日～令和10年3月31日(5ヵ年) 

（（４４））利利用用実実績績  

【火葬炉】                                       (単位:件) 

年度 火葬 
区分 市内・市外の別 

12歳以上 12歳未満 死胎 改葬 身体の一部 市内住民 市外住民 

令和5年度 7,860 7,690 13 101 11 45 7,510 350(4.5%) 

令和6年度 8,081 7,930  8 86 15 42 7,768 313(3.9%) 

令和7年度 8,320 8,168  8 96 8 40 8,020 300(3.6%) 

【大式場】                               (単位:件) 

年度 利用 うち市内住民 うち市外住民 

令和5年度 334 - 334 0 

令和6年度 329 - 329 0 

令和7年度 327 うち告別式のみの利用 1件 327 0 

【小式場】                               (単位:件) 

年度 利用 うち市内住民 うち市外住民 

令和5年度 342 うち告別式のみの利用 1件 342 0 

令和6年度 340 うち告別式のみの利用 1件  340 0 

令和7年度 339 うち告別式のみの利用 1件  339 0 
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【霊安室】                                       (単位:件) 

年度 安置遺体 うち市内住民 うち市外住民 霊安室の利用 うち市内住民 うち市外住民 

令和5年度 237 237 0 1,028 1,028  0 

令和6年度 232 228 4 1,030 1,011 19 

令和7年度 230 229 1 1,051 1,046  5 

 

２２  市市営営斎斎場場長長寿寿命命化化改改修修・・運運営営事事業業  

 供用開始から30年以上が経過していることから、｢相模原市一般公共建築物長寿命化計画｣に基づき、施設の

長寿命化改修に加え、今後の火葬需要の増加への対応策として火葬予約枠の拡大についても検討し、市営斎場

長寿命化改修・運営事業者の選定に向けた取組を行った。 

 

３３  新新斎斎場場整整備備事事業業  

基本計画策定に向けた取り組みを行うとともに、推進本部会議を設置し、新斎場の早期供用開始を目指し

て施設規模等の検討を行った。 

 

【【斎斎場場管管理理課課……11、、22】】  

【【新新斎斎場場整整備備課課……33】】  

 

 

人人権権・・男男女女共共同同参参画画  

１１  男男女女共共同同参参画画のの推推進進体体制制  

（（１１））相相模模原原市市男男女女共共同同参参画画審審議議会会  

 市民、学識経験者等により男女共同参画に関する重要な事項について、市長の諮問に応じて調査審議し、

答申を行うために設置(令和7年度：1回開催) 

（（２２））相相模模原原市市男男女女共共同同参参画画専専門門員員  

 男女共同参画に関する｢市の施策についての意見、苦情、相談｣及び｢性別による人権侵害に対する相談、苦

情｣を処理するために設置(令和7年度：申出件数0件、問い合わせ件数0件)  

（（３３））ささががみみははらら男男女女共共同同参参画画推推進進員員  

 公募市民等により、男女共同参画に関する事業の企画・運営及び情報誌｢ともに｣の編集など、広報・啓発

活動等の事業を実施 

 推進員数 6人 

  

２２  「「ささががみみははらら男男女女共共同同参参画画推推進進条条例例」」にに基基づづくく年年次次報報告告書書のの作作成成  

 ｢さがみはら男女共同参画推進条例｣及び｢第3次さがみはら男女共同参画プラン｣に基づき、男女共同参画の状況及

び男女共同参画の推進に関する施策の実施状況についての年次報告書(令和6年度分報告)を作成し、公表した。 

 

３３  審審議議会会等等へへのの女女性性委委員員のの登登用用のの推推進進  

 政策や方針決定過程の場における男女共同参画を推進するため、市審議会等の委員構成について、女性委員

が4割以上となるよう、関係各課・機関に働きかけた。 
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市審議会等における女性委員の参画状況        (令和8年3月31日時点) 

 委員数(人) 女性委員数(人) 女性委員比率(％) 

法律・条例設置 1,779 648 36.4 

要綱等設置 454 144 31.7 

計 2,233 792 35.5 

  

４４  男男女女共共同同参参画画のの推推進進にに関関すするる啓啓発発事事業業  

（（１１））地地域域啓啓発発事事業業 

 男女共同参画推進センター(ソレイユさがみ)における男女共同参画推進週間事業｢ソレイユフェスタ

2025｣やはたちのつどい会場、ホームタウンチーム試合会場にて啓発物品の配布を行った。 

（（２２））男男女女共共同同参参画画研研修修等等支支援援事事業業  

 内 容  市内事業所等が開催する男女共同参画に関する研修等へ講師を派遣した。 

 派遣回数 2回(2件) 

（（３３））情情報報誌誌「「ととももにに」」のの発発行行  

 発行部数 年2回  各7,000部 

（（４４））ＤＤＶＶ被被害害者者ササポポーートト講講座座のの開開催催  

 開催日  令和8年2月26日 

 会 場  相模原市民会館２階 第２大会議室 

 対 象  民生委員・児童委員 

 内 容  ＤＶ被害者支援に係る必要な知識の習得等 

 参加者  54人 

（（５５））女女性性活活躍躍推推進進ささががみみははららＡＡｃｃｔｔｉｉｏｏｎｎ２２００２２５５記記念念シシンンポポジジウウムム  

 男女雇用機会均等法制定から40年、女性活躍推進法制定から10年の節目の年であることを踏まえ、事業所

における女性活躍の推進に焦点を当てたシンポジウムを開催し、本シンポジウムにおいて宣言を表明した。 

 開催日  令和7年7月8日(火) 

 会 場  相模原市立男女共同参画推進センター(ソレイユさがみ)セミナールーム１ 

 参加者  92人 

 内 容  ○基調講演｢中小企業から始まる女性活躍推進～未来をつくる人材戦略～｣ 

○市内事業者によるパネルディスカッション 

｢動き出そう。新たな企業風土の構築へ～事例から考える誰もが活躍できる職場～｣ 

○若い世代によるパネルディスカッション 

｢若い世代と語る、仕事と家庭のアンコンシャス・バイアス｣ 

○女性活躍推進さがみはらAction2025宣言 

 

５５  相相模模原原市市立立男男女女共共同同参参画画推推進進セセンンタターー（（ソソレレイイユユささががみみ））のの管管理理・・運運営営  

 男女共同参画推進の活動拠点である｢男女共同参画推進センター(ソレイユさがみ)｣の管理・運営を行った。 

（（１１））指指定定管管理理者者にによよるるセセンンタターーのの管管理理運運営営(平成16年度から指定管理による運営)    

・ 指定管理者：特定非営利活動法人 男女共同参画さがみはら(通称：ＮＰＯ法人サーラ) 

・ 指定の期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日 

（（２２））管管理理業業務務のの内内容容  

ア 男女共同参画を推進するための事業の実施に関する業務 

(講座等の開催、情報コーナーの運営、市民・団体等の相談・支援) 

イ センターの施設の利用の承認等に関する業務 

ウ センターの施設等の維持管理に関する業務 
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（（３３））主主なな実実績績  

ア 意識啓発や就労支援等の各種講座等の開催(令和7年度実施状況) 

区 分 講座数 回 数 
参加状況(人) 保育利用

(人) 総 数 女 性 男 性 不明 

主催事業 45 128 6,002 5,248 751 3 8 

共催事業 20  73 1,424 523 103 798 25 

合  計 65 201 7,426 5,771 854 801 33 

イ 施設の貸出(令和7年度利用状況) 

区 分 専用利用者数(人) 専用利用率(％) 個人利用者数(人、ｾﾐﾅｰ5･6) 

セミナールーム1･2･3･4･5･6 53,336 67.8 834 

ウ 登録団体の活動支援 

 男女共同参画社会の実現を図ることを目的とする登録団体に対し、使用料の減免やミーティングルーム

の利用、情報提供等の支援を実施した。 

  

６６  ソソレレイイユユささががみみ女女性性相相談談事事業業  

令和７年度利用状況                           (相談専用電話042-775-1777) 

区 分 相談日(※1) 時間 件数 

一 般 相 談 
毎週月・水・金・土・日曜日 午前10時～午後5時 

2,232 
毎週火・木曜日 午前10時～午後6時 

専門 

相談 

法律相談 毎月第1・2・3木曜日(※2) 午後2時～4時 55 

心の相談 
毎月第2土曜日及び 

偶数月第4土曜日 
午後2時～4時20分 29 

※1 第4月曜日、年末年始を除く 

※2 木曜日が5回ある月は、第1・2・4木曜日 
計 2,316 

  

７７  ＤＤＶＶ相相談談支支援援事事業業  

相模原市配偶者暴力相談支援センター令和７年度利用状況        (相談専用電話042-772-5990) 

相談日・時間 相談等件数 

毎週月・水・金・土・日曜日 

午前10時～午後5時 

及び 

毎週火・木曜日 

午前10時～午後6時 

(第4月曜日、年末年始を除く) 

 
合  計 1,781 

 
相談に係る件数 1,752 

 配偶者等からの暴力の相談 1,273 

  交際相手からの暴力の相談 23 

  その他暴力の相談 456 

 問い合わせ等に係る件数 29 

  

８８  人人権権施施策策のの推推進進  
 令和6年3月に制定した｢相模原市人権尊重のまちづくり条例｣を同年4月以降順次施行し、令和7年4月に全面
施行となった。同条例及び主要な人権分野における施策の方向性を体系的に示す｢相模原市人権施策推進指針｣
に基づき、総合的な人権施策の推進に取り組んだ。 

 

９９  人人権権施施策策のの推推進進体体制制 

（（１１））相相模模原原人人権権啓啓発発活活動動地地域域ネネッットトワワーークク協協議議会会  

 横浜地方法務局相模原支局、相模原人権擁護委員協議会、相模原市が連携して人権啓発活動を推進するた
めに設置(令和7年度：4回開催) 
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（（２２））相相模模原原市市人人権権施施策策審審議議会会  

 市民、学識経験者等により人権施策の推進に関する重要な事項について、市長の諮問に応じて調査審議し、
答申を行うために設置(令和7年度：1回開催) 

（（３３））相相模模原原市市人人権権委委員員会会  

 学識経験者により相模原市人権尊重のまちづくり条例に定める措置等について、市長の諮問に応じて調査

審議し、答申を行うため設置(令和7年度：2回開催) 

  

1100  人人権権施施策策のの実実施施状状況況報報告告書書のの作作成成  

 ｢相模原市人権施策推進指針｣に基づき、人権関連施策の実施状況について、年次報告書(令和6年度分報告)を作

成し、公表した。 

 

1111  人人権権啓啓発発事事業業  

（（１１））人人権権パパネネルル展展  

 人権メッセージパネルの展示を通して、市民等に人権の大切さを考えていただく機会とすることを目的に
実施した。 

実施日 実施場所 

令和7年4月6日 市民桜まつり会場(市役所本庁舎1階ロビー) 

令和7年9月26日～10月3日 シティ・プラザはしもと6階 多目的スペース 

令和7年10月4日～10月10日 中央区市役所１階ロビー 

令和7年10月14日～10月24日 南区イオン相模原ショッピングモール 

（（２２））人人権権のの花花運運動動  

 花の苗等を児童が協力して育てることで、命の大切さや他人を思いやる心を育むことを目的に実施した。 

実施日 実施校 参加児童数 

令和7年10月 3日 桜台小学校 59人 

令和7年10月17日 田名小学校 50人 

令和7年10月27日 若草小学校 98人 

令和7年11月 6日 向陽小学校 130人 

令和7年11月14日 東林小学校 85人 

令和7年11月18日 湘南小学校 15人 

（（３３））ＳＳＨＨＩＩＮＮＩＩＮＮＧＧ  ＳＳＭＭＩＩＬＬＥＥ  人人権権のの集集いい  ささががみみははらら  

 人権意識の普及高揚を図るために実施した。 

実施日 令和8年1月10日(土) 

会場 あじさい会館ホール 

内容 
第1部 全国中学生人権作文コンテスト相模原地区優秀作品発表会 
第2部 人権啓発講演会  講 演：小島慶子氏 
違いを尊ぶって、どういうこと？～多様性は半径2メートルから～ 

参加者 214人 

（（４４））ホホーームムタタウウンンチチーームムとと連連携携ししたた啓啓発発活活動動  

ア 試合会場での啓発 

実施日 会場 

令和7年11月9日 相模原ギオンスタジアム(ＳＣ相模原試合会場) 

イ 駅頭での啓発 

実施日 場所 

令和7年12月8日 相模原駅、相模大野駅 
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1122  人人権権総総合合相相談談事事業業  

人権総合相談窓口令和７年度利用状況 (相談専用窓口 042-769-6141) 

相談日・時間 件数 

月～金曜日(祝日、年末年始を除く) 

午前9時～午後5時 
98件 

 

 

国国 際際  

１１  国国際際交交流流及及びび国国際際化化にに係係るる企企画画及及びび調調整整  

 外国人市民に対する情報提供や支援の充実、市民による国際交流・国際協力事業への支援など、国際化の推

進のための事業を行った。 

（（１１））ささががみみははらら国国際際交交流流ララウウンンジジ  

ア 利用状況(令和7年度開館日数 292日) 9,414人(うち外国人 4,760人) 

イ 外国人相談      

【一般相談】相談者数549人 相談内容別件数556件 

対応言語別内訳：日本語294人 英語149人 中国語18人 ベトナム語3人 フィリピノ語5人 

ポルトガル語21人 スペイン語57人 フランス語1人 トルコ語1人 

合計549人 

相談内容別内訳：入管手続19件 雇用・労働13件 社会保険・年金5件 税金4件 医療31件 

出産・子育て4件 教育14件 日本語学習185件 防災・災害1件 住宅23件 

身分関係9件 交通・運転免許2件 通訳・翻訳115件 福祉4件 手続一般6件  

その他121件  合計556件 

【相談団体(ボランティア)による相談】相談者数98人 相談内容別件数107件 

対応言語別内訳：日本語72人 英語22人 中国語2人 ベトナム語2人 合計98人 

相談内容別内訳：入管手続20件 雇用・労働14件 社会保険・年金5件 医療3件 出産子育て9件 

教育6件 日本語学習1件 住宅5件 身分関係12件 交通・運転免許2件 通訳・翻訳3件 

福祉11件 手続一般10件 その他6件 合計107件 

【行政書士による相談】相談者数26人 相談内容別件数26件 

対応言語別内訳：日本語17人 英語2人 中国語1人 ベトナム語2人 スペイン語1人  

タイ語3人 合計26人 

相談内容別内訳：入管手続11件 社会保険・年金3件 出産・子育て1件 教育1件 身分関係4件 

交通・運転免許1件 手続一般1件 その他4件 合計26件 

【外国人無料なんでも相談会における相談】相談者数17人 相談内容別件数22件 

外国人市民を対象に弁護士、行政書士、社会保険労務士等による相談会を実施した。 

開催日  令和7年11月2日(日) 

対応言語別内訳：日本語14人 英語2人 カンボジア語1人 合計17人 

相談内容別内訳：入管手続4件 社会保険・年金3件 医療4件 教育1件 住宅2件 身分関係2件 

交通・運転免許5件 福祉1件 合計22件 

ウ 日本語教室 

 市内で活動するボランティア団体(5団体)との協定により、日本語教室を9教室実施した。 
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エ 通訳・翻訳ボランティアの派遣 

 在留外国人からの依頼に応じて、登録ボランティアの通訳派遣と翻訳を行った。 

・ 通訳件数   118件 

・ 翻訳件数    38件 

オ ボランティアと協働による主な事業(令和７年度) 

名 称 実施日 参加者数(人) 

世界のひろば 
4月20日、6月15日、8月17日、 

10月5日、12月21日、2月15日 
192 

国際理解講座 10月30日 28 

International salon 
5月24日、6月27日、7月26日、 

12月6日、1月17日、2月25日 
54 

国際理解推進活動への外国人ボランティアの派遣 随時 462 

通訳実務研修会 9月13日、2月14日 28 

学習教室 月・火・水・金 － 

高校進学ガイダンス 10月26日 113 

防災出前講座 
11月15日、11月26日、12月3日、 

1月15日、1月28日 
85 

多言語音声ニュース 月に2回 － 

カ 日本語ボランティア養成講座の開催 

 外国人市民に日本語を教える指導者(日本語ボランティア)を養成するための講座を対面で開催した。 

・ 開催日  初級者コース 令和7年10月2日から11月13日までの木曜日 (7回) 

経験者コース 令和7年11月27日から12月11日までの木曜日 (3回) 

・ 受講者数 延 228人 

キ 日本語初級講座の開催 

 ボランティア団体が対応しにくい日本語最初級者(来日したての外国人等)を対象に、日本で暮らすうえ

で最低限必要な日本語を身に付けるための講座を開催した。 

・ 開催日  令和7年6月7日から9月20日までの土曜日      (15回)※うち１回は生活ガイダンス 

令和7年10月18日から令和8年2月7日までの土曜日 (15回) ※うち１回は生活ガイダンス 

・ 受講者数 延 271人 

ク さがみはら国際交流フェスティバル 

 ボランティア団体とともに、実行委員会形式により、交流会や講座などを実施した。 

・ 実施日  令和7年10月5日(日) 

・ 参加者  約1,600人 

 

２２  国国際際交交流流基基金金  

 市民による幅広い国際交流活動を支援するため、市の積立金のほか市民、企業、団体等の寄付金などを原資

として積立てを行い、運用益を活用して国際交流・協力などの国際化事業を推進した。 

・ 令和7年度末基金高   143,723,493円 

・ 令和7年度運用益     1,994,000円 

・ 令和7年度取崩額    11,923,829円 

 

３３  外外国国都都市市ととのの交交流流  

 友好都市である中国・江蘇省無錫市(昭和60年10月6日友好都市締結)、カナダ・オンタリオ州トロント市(旧

スカボロー市 平成3年5月31日友好都市提携)と交流を行った。 
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（（１１））友友好好都都市市・・無無錫錫市市ととのの交交流流  

ア 友好都市締結40周年記念公演の実施 

 中国文化を紹介する公演を実施した(令和7年11月22日) 。 

イ 相模原市から無錫市への訪問団 

名   称 期   間 参加者数(人) 

相模原市友好訪中団 4月26日～28日 8 

相模原市日中交流協会第45次訪中団 10月23日～26日 23 

ウ 無錫市から相模原市への訪問団 

名   称 期   間 参加者数(人) 

無錫市友好交流団 なし － 

（（２２））友友好好都都市市・・トトロロンントト市市ととのの交交流流  

ア オンタリオ州日本語弁論大会 新企会・相模原市賞受賞者受入れ 

 同賞受賞者が本市に滞在し、日本文化の体験等を実施した(令和7年7月24日～27日)。 

イ 友好都市合意書更新の署名式・記念植樹式 

 友好都市合意書更新の署名及び記念植樹を実施した(令和8年3月20日)。 

（（３３））友友好好都都市市のの紹紹介介  

 相模原市民桜まつりで中国文化体験、カナダ物産販売、紹介パネル展示を行った(令和7年4月5日～6日)。 

 

４４  平平和和意意識識のの普普及及啓啓発発  

 昭和59年12月3日の｢相模原市核兵器廃絶平和都市宣言｣の精神に基づき、市民平和のつどい実行委員会とと

もに、｢戦後80年事業 2025市民平和のつどい｣を開催するなど、平和意識の普及啓発を図った。 

（（１１））「「戦戦後後8800年年事事業業  22002255市市民民平平和和ののつつどどいい」」のの開開催催  

ア ヒロシマ｢原爆の絵｣展 

  広島から借用した｢原爆の絵｣を展示した(令和7年8月1日～31日 図書館 観覧者：4,600人)。 

イ 戦後80年 江成常夫写真展 

 令和6年度平和ポスターコンテスト入賞作品及び江成常夫氏の作品を展示した(令和7年8月2日～24日 

相模原市民ギャラリー)。 

ウ 長崎オンラインツアー 

 長崎の平和祈念公園や爆心地公園を紹介した。また、被爆地長崎で若者たちが何を考え、どのような平

和活動をしているか等の講演を実施した(令和7年7月12日)。 

エ 平和ポスターコンテスト 

 市内在住・在学の小・中学生及び義務教育学校の児童・生徒から平和や核兵器廃絶に関連した題材のポ

スターを募集し、入選作品を展示した。 

・ 応募数 小学校の部79作品、中学校の部90作品 

・ 入選者 最優秀賞 小・中学校各1人、優秀賞 小・中学校各5人、佳作 小・中学校各10人 

・ 展 示 最優秀、優秀及び佳作合計32作品の展示 

・ 令和7年10月24日～26日  さがみ風っ子展各会場 

・ 令和8年1月15日～29日   市立図書館 

・ 令和8年1月30日～2月28日 相模大野パブリックインフォメーション(放映) 

オ 戦争体験・記憶の継承 

 被爆体験や戦争記憶を継承するため、市民や市にゆかりのある人を対象に戦時中の記憶や体験談の募集

を行い、ホームページで公開した。また、本市在住の戦争体験者によるシベリア抑留や被爆の実相などに

ついての講演を実施した。 
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・ 寄稿 19点(中国からの引揚、戦中戦後の記憶、東京空襲、シベリア抑留体験等) 

・ 講演 令和7年8月30日 あじさい会館ホール 

（（２２））そそのの他他  

ア 平和関連団体の活動への対応(6団体) 

イ 日本非核宣言自治体協議会総会・研修会に参加(令和7年5月29日～30日 那覇文化芸術劇場なはーと) 

ウ 第11回平和首長会議被爆80周年記念総会に参加(令和7年8月8日～9日 長崎市平和祈念公園等) 

 

５５  ウウククラライイナナ及及びびウウククラライイナナ避避難難民民へへのの支支援援 

 ウクライナ情勢により、深刻な人道的危機に直面している人々への支援を実施した。 

（（１１））ウウククラライイナナ避避難難民民へへのの支支援援 

 市内民間企業等との連携のもと、ウクライナ避難民の方の生活が軌道に乗り安心して生活できるよう、居

住支援や就労支援などを実施した。 

・ 令和8年3月31日までに市内に避難したウクライナ避難民 8世帯、10人  

 

 

スス ポポ ーー ツツ  
１１  学学校校体体育育施施設設等等のの開開放放  

 市民のスポーツ活動の場に供し、地域体育の普及、振興を図るため、市立小・中・義務教育学校の体育館・

グラウンドを開放している。 

（（１１））令令和和７７年年度度開開放放状状況況  

旧相模原市域 

開放校数：小学校54校、中学校27校 

登録状況：小学校850団体17,290人、中学校317団体5,862人 

利用状況：小学校24,368回542,779人、中学校9,307回148,659人 

城山地区 

開放校数：小学校4校、中学校2校 

登録状況：小学校99団体1,735人、中学校32団体652人 

利用状況：小学校1,830回40,750人、中学校958回26,226人 

津久井地区 

開放校数：小学校4校、中学校2校、義務教育学校2校 

登録状況：小学校79団体1,517人、中学校26団体414人、義務教育学校25団体589人 

利用状況：小学校1,793回33,258人、中学校626回9,158人、義務教育学校993回28,565人 

相模湖地区 

開放校数：小学校3校、中学校2校 

登録状況：小学校14団体261人、中学校15団体238人 

利用状況：小学校216回3,177人、中学校333回4,244人 

藤野地区 

開放校数：小学校2校、中学校1校 

登録状況：小学校32団体597人、中学校6団体92人 

利用状況：小学校307回5,203人、中学校37回758人 
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２２  体体力力・・健健康康づづくくりりのの推推進進  

 各駅伝大会やマラソン大会、スポーツフェスティバル等の実施 

 市民レガッタ      開催日：令和7年 9月28日、参加クルー数：30クルー 

 スポーツフェスティバル 開催日：令和7年10月13日、参加者数：2,800人 

 宮ヶ瀬湖マラソン大会  開催日：令和8年 1月25日、参加者数：40人 

※ ふじのやまなみクロスカントリー駅伝競走大会については、コースの安全確保に課題があるため中止 

※ 津久井湖駅伝競走大会及び相模湖駅伝競走大会については、隔年開催のため実施なし 

 

３３  競競技技力力向向上上ののたためめのの支支援援  

 市民選手権大会及び相模原クロスカントリー大会の実施や、全国大会等への出場選手奨励事業の実施 

令和7年度相模原市民選手権大会 

種目 種別 開催日 延べ参加者数(人) 

陸上競技 全種別 5月24日・25日・6月 7日 1,216 

ソフトテニス 
中学生  4月12日・ 6月15日 207 組 414 

一般・シニア  4月27日 40 組 80 

軟式野球 

一般  3月16日～11月23日 160 ﾁｰﾑ 3,200 

中学生 10月18日～11月 3日 24 ﾁｰﾑ 381 

学童(小学生)  9月 6日～10月 5日 61 ﾁｰﾑ 1,098 

卓球 

中学生  4月26日 579 

一般・小学生  5月10日 292 

高校生  6月22日 209 

剣道 
高校生・中学生 10月 5日 295 

一般・小学生  5月25日 309 

柔道 全種別  5月11日 219 

バスケットボール 

中学校 4月12日～26日 65 ﾁｰﾑ 1,300 

一般・マスターズ・

スーパーマスターズ 
 4月13日～ 6月 8日 34 ﾁｰﾑ 740 

小学生 
7月 5日・12日・13日・

21日 
41 ﾁｰﾑ 552 

高校  8月11日・12日 33 ﾁｰﾑ 430 

バレーボール 

中学生  3月 1日・ 8日 38 ﾁｰﾑ 460 

一般  8月24日 8 ﾁｰﾑ 83 

ママさん  7月 6日 21 ﾁｰﾑ 210 

高校  8月17日 28 ﾁｰﾑ 400 

小学生  8月31日 12 ﾁｰﾑ 130 

バドミントン 

中学生(シングルス)  5月 6日   126 

中学生(ダブルス)  5月 6日 114 組 228 

一般・高校生・小学生 

(シングルス) 
 5月18日 244 

一般・高校生 

(ダブルス) 
 6月15日 107 組 214 

水泳 全種別  7月27日   164 

スキー 全種別 1月24日・25日   142 

スケート 全種別  2月15日   32 

弓道 全種別  6月22日   174 
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令和7年度相模原市民選手権大会 

種目 種別 開催日 延べ参加者数(人) 

サッカー 

シニア  5月11日～ 9月28日 18 ﾁｰﾑ 400 

U-15(中学生)  6月 7日～ 29日 19 ﾁｰﾑ 400 

一般男子  6月 1日～ 7月27日 28 ﾁｰﾑ 476 

小学生(男子・女子)  6月21日～ 7月 5日 40 ﾁｰﾑ 734 

一般女子 11月30日 3 ﾁｰﾑ 70 

U-18(高校生) 2月14日～22日 9 ﾁｰﾑ 225 

空手道 全種別  6月 1日   460 

テニス 

一般・小学生 5月18日～ 6月7日 451 組 902 

中学生 11月 2日 42 組 84 

高校生 11月 3日・9日 139 組 278 

ボウリング ジュニア・一般  6月 1日   48 

ソフトボール 

中学校女子 5月3日・4日 5 ﾁｰﾑ 129 

高校女子  6月15日 2 ﾁｰﾑ 41 

一般  7月27日～ 9月 7日 25 ﾁｰﾑ 451 

シニア  9月14日～ 28日 6 ﾁｰﾑ 120 

少林寺拳法 

組演武 

 4月20日 

52 組 104 

団体 8 ﾁｰﾑ 56 

単独   15 

ゲートボール 一般(小学生以上)  5月17日・18日 中止 ※雨天のため 

体操・トランポリン・ 

新体操 

体操・トランポリン

(全種別) 
10月18日・19日   208 

新体操(全種別)  9月28日   53 

ハンドボール 

中学生 5月18日・25日・6月 8日 18 ﾁｰﾑ 330 

一般 5月18日・25日・6月 8日 
中止 

※参加チームなし 

高校 12月20日・21日 14 ﾁｰﾑ 200 

バウンドテニス 
シングルス  5月11日   65 

ダブルス  5月11日 35 組 70 

ペタンク 一般  9月21日 13  ﾁｰﾑ 40 

ターゲット・バードゴルフ 
一般男子・シニア男子 

・女子 
 5月28日   108 

グラウンド・ゴルフ 一般・シニア  9月13日   176 

合計 20,164 

 

４４  生生涯涯ススポポーーツツ普普及及ののたためめのの支支援援  

 ニュースポーツなど各種スポーツ教室の実施及び総合型地域スポーツクラブの支援 

 

５５  指指導導者者のの養養成成・・活活用用  

 スポーツ推進委員(定数233人)の活動の推進 

  

６６  ススポポーーツツ団団体体ななどどのの育育成成・・連連携携・・支支援援  

 市スポーツ協会などのスポーツ・レクリエーション団体や総合型地域スポーツクラブの育成、市ホームタウ

ンチームや市ホームタウンアスリートとの連携・支援 
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７７  全全国国健健康康福福祉祉祭祭（（ねねんんりりんんピピッックク））事事業業  

 高齢者を対象としたスポーツや福祉・生きがいイベントを通じて、積極的な仲間づくりや世代間交流を促進し、

健康づくりへの理解を深め、ふれあいと活力ある長寿社会を推進する同大会に相模原市選手団の派遣を行った。 

  令和7年度ぎふ大会実績 

開催日：10月18日～10月21日 

派遣人数：108人 

参加種目：17種目(卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、ゴルフ、弓道、剣道、水

泳、グラウンド・ゴルフ、サッカー、ウォークラリー、ダンススポーツ、スポーツウエルネス

吹矢、囲碁、将棋、健康マージャン) 

 

８８  障障害害者者ススポポーーツツのの振振興興  

（（１１））神神奈奈川川県県障障害害者者ススポポーーツツ大大会会・・神神奈奈川川県県ゆゆううああいいピピッックク大大会会              (令和7年度実績) 

 種目 開催期日 場所 参加者数(人) 

神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

フライングディスク(身体・知的)  4月13日 県立スポーツセンター 23 

陸上(知的)  4月20日 県立スポーツセンター 38 

ボウリング(知的)  4月27日 湘南とうきゅうボウル 10 

アーチェリー(身体)  4月27日 県総合リハビリテーションセンター  2 

陸上(身体)  5月11日 県立スポーツセンター 17 

水泳(身体・知的)  7月 6日 さがみはらグリーンプール 40 

卓球(精神)  1月16日 県立スポーツセンター  2 

卓球・ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ(身体・知的)  1月18日 県立スポーツセンター 17 

ボッチャ(身体)  3月 1日 県立スポーツセンター  6 

神
奈
川
県
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会 

サッカー(知的) 
  5月24日・ 

 25日・31日 
県立スポーツセンター 

 

バスケットボール(知的) 
 7月21日  

 8月 9日 
県立スポーツセンター 

バレーボール・ソフトバレーボール

(知的) 
 9月 7日 横浜市港南スポーツセンター 

ソフトボール・ティーボール(知的)  9月27日 
ＮＩＴＴＡＮパークおおね 

スポーツ広場 

（（２２））全全国国障障害害者者ススポポーーツツ大大会会（（第第2244回回全全国国障障害害者者ススポポーーツツ大大会会））  

 相模原市選手団の派遣を行った。 

 令和7年度滋賀大会実績 

開催日：10月25日～10月27日 

相模原市選手団：38人(うち選手18人) 

参加種目：5種目(陸上、水泳、卓球、フライングディスク、ボウリング) 
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９９  自自転転車車ロローードドレレーースス競競技技のの実実施施  

（（１１））ツツアアーー・・オオブブ・・ジジャャパパンン相相模模原原スステテーージジ  

名 称 Tour of Japan 2025 AMANO 相模原ステージ 

日 時 等 
令和7年5月24日(土)午前8時50分～午前11時19分 

※Tour of Japan 2025の第7ステージとして開催 

会 場 

ス タ ー ト：橋本公園周辺 

フィニッシュ：鳥居原ふれあいの館周辺 

コース総距離：112.3km(パレード4.8km＋直線区間10.9km＋周回区間13.8km×7周) 

主 催 自転車月間推進協議会 

主 管 
ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ実行委員会 

(事務局：相模原市市民局スポーツ推進課) 

協 賛 

41団体 

(アマノ株式会社、株式会社ケー・ディー・エス、 

スルガ銀行株式会社、ＳＷＣＣ株式会社、 

スリーエムジャパンイノベーション株式会社、イオン相模原ショッピングセンター、

東プレ株式会社、アイダエンジニアリング株式会社、 

ＪＲ東海中央新幹線神奈川西工事事務所・清水建設株式会社、 

北辰企業株式会社、TABITO Japan ユーリカブルー株式会社、鳥屋地域振興協議会、 

株式会社イノウエ、ｔｖｋ、串川地域振興協議会、 

株式会社座間印刷舎、京王電鉄株式会社、ブレイディング・プレイス株式会社、 

神奈川トヨタ自動車、サカタのタネ グリーンサービス株式会社、 

株式会社アトリエヨシノ、さがみ湖MORI MORI、株式会社きらぼし銀行、 

株式会社スーパーアルプス、HARAGROUP､NAKAJIMA CYCLE、 

鳥居原ふれあいの館、株式会社ミリオン事務機器、尾崎理化株式会社、 

相模原橋本ロータリークラブ、神奈川県自転車競技連盟、 

青野原野呂ロッジキャンプ場、 

株式会社ビックカメラ 相模大野駅店、キリンビバレッジ株式会社、アリオ橋本、 

三菱重工業株式会社 相模原製作所、 

三菱重工エンジン＆ターボチャージャ株式会社、 

株式会社奥村組、神奈川県自転車商協同組合、すすきのらーめん) 

観 客 数 

約24,000人 

(スタート約800人、フィニッシュ約3,200人、串川会場約600人、鳥屋会場約400人、コー

ス沿道約1.9万人) 

競 技 結 果 

1位：ベンジャミ・プラデス・レヴェルテル(ＶＣ福岡)   2:24'29” 

2位：今村 駿介 (ワンティ・NIPPO・リユーズ)  2:24'30” 

3位：ヨン・クノレ(レンベ・ラド・ネット)        2:24'30” 

※以下、 JCL TEAM UKYO の成績 

10位：ニコロ・ガリッポ                 2:24'35” 

11位：アレッサンドロ・ファンチェル             2:24'35” 

25位：シモーネ・ラッカーニ                      2:24'35” 

37位：アンドレア・ダマト              2:24'35” 

67位：ナホム・ゼライ・アラヤ            2:25'41” 

68位：小石 祐馬                                  2:25'41” 
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（（２２））ささががみみははららササイイククルルフフェェスステティィババルル  

 自転車競技の認知度向上やサイクルツーリズムの推進を図るため、各種イベントにブース出展し、バー

チャルサイクリング体験の実施、ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージやサイクルツーリズムなどに関す

るＰＲを行う競技体験キャラバン事業を実施した。 

 実施回数：全5回、体験者数：724人 

 

【【ススポポーーツツ推推進進課課】】  

 

 

スス ポポ ーー ツツ 施施 設設  
１１  ススポポーーツツ施施設設等等のの概概要要とと利利用用状状況況  

施 設 名 
面積
(㎡) 

施 設 の 内 容 
令和7年度 

利用件数 
(件) 

利用人数 
(人) 

鹿 沼 

公 園 

軟 式 野 球 場  9,486 センター105ｍ、ライト･レフト85ｍ 305   5,184 

テ ニ ス 場  2,602 砂入人工芝コート4面 4,798  25,485 

横 山 

公 園 

人工芝グラウンド 13,800 
ロングパイル人工芝、ＬＥＤナイター設備、ベン
チ120席 

1,288  40,739 

野 球 場 14,129 
センター115ｍ、ライト･レフト91ｍ、ナイター設
備、内野席(ベンチシート)2,190人、外野席(芝生
張)3,000人 

697  22,687 

テ ニ ス 場  9,859 クレーコート12面、ナイター設備、観覧席500人 8,716  38,499 

相模台 

公 園 

軟 式 野 球 場  5,500 センター・ライト・レフト72ｍ 180   5,455 

テ ニ ス 場  1,700 クレーコート2面 1,999  10,820 

相 模 原 

麻溝公園 

競 技 場 

(相模原ギオン

スタジアム) 

33,000 

全天候型400mトラック9レーン((公財)日本陸上
競技連盟第2種公認)、天然芝フィールド
106m×71m(サッカー・ラグビー利用可)、雨天走
路(80ｍ×4レーン)、ＬＥＤナイター設備、メイ
ンスタンド2,823席、バックスタンド3,492席、芝
生スタンド8,985人 

－ 237,957 

第2競技場 

(相模原ギオン

フィールド) 

20,000 
全天候型400ｍトラック6レーン((公財)日本陸上
競技連盟第4種公認)、人工芝フィールド
107m×75m(一部変則・サッカー・ラグビー利用可) 

－  63,359 

グラウンド 

(相模原ギオンス

ポーツスクエア) 

 7,300 
天然芝グラウンド 118m×62m(少年サッカー、ラ
グビー、少年ラグビー利用可) 

244  13,855 

淵野辺 
公 園 

ひばり球場 
(ウイッツ 
ひばり球場) 

(少年野球･ソフトボール場) 

 6,500 
センター80ｍ、ライト･レフト70ｍ、ナイター設
備、内野席500人、外野席(芝生張)500人 

442  13,091 

テ ニ ス 場 12,267 砂入人工芝コート12面、ナイター設備 20,378 98,505 

銀河アリーナ 
(アイススケート場) 
 
(トレーニング室) 

 
10,838 

観覧席1,242席、利用期間は10/20～5/6、 
メインリンク60ｍ×30ｍ、サブリンク18ｍ×14ｍ 
 
各種トレーニング機器 

－ 
 

－ 

108,181 
 

 28,803 

津久井 
又 野 
公 園 

テ ニ ス 場  2,700 ハードコート4面、ナイター設備 1,714 7,512 

多目的グラウンド 12,000 軟式野球場2面兼サッカー場1面、ナイター設備 580 10,688 
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施 設 名 
面積
(㎡) 

施 設 の 内 容 
令和7年度 

利用件数 
(件) 

利用人数 
(人) 

相模湖 
林 間 
公 園 

野 球 場 16,155 センター120ｍ、ライト･レフト92ｍ 473 35,916 

テ ニ ス 場  2,957 砂入人工芝コート4面、ナイター設備 2,635 13,117 

ゲートボール場  2,154 4面 195 2,526 

古淵鵜野森
公園 

屋     外 
水 泳 プ ー ル 

 2,039 
利用期間は7/1～9/10、25ｍ×13ｍ7コース、すべ
り台付変形プール 

－ 25,153 

相模原ス
ポーツ・レ
クリエー
ションパー

ク 

人工芝グラウンド 12,388 ロングパイル人工芝、ベンチ120席 3,279 74,102 

人工芝軟式野球場 14,000 
ロングパイル人工芝、センター115ｍ、ライト・
レフト91ｍ 

430 10,906 

昭 和 橋スポーツ広場 53,156 
軟式野球場1面兼ソフトボール場5面兼少年サッ
カー場1面 2,352 26,635 

三 栗 山スポーツ広場 23,457 
軟式野球場3面兼ソフトボール場3面兼サッカー
場2面兼少年サッカー場3面 1,112 16,713 

下溝古山公園スポーツ広場 11,000 
軟式野球場2面兼ソフトボール場2面兼サッカー
場1面兼少年サッカー場2面、ナイター設備 1,383 15,313 

小山公園 
スポーツ広場  9,300 

軟式野球場1面兼ソフトボール場1面兼サッカー
場1面、ナイター設備 1,408 39,173 

相模原ギオン
アーバンスポーツパーク 

 3,200 
スケートボードエリア、バスケットボールエリ
ア、ストリートダンスエリア、ナイター設備 － 277 

深堀中央公園スポーツ広場 10,000 
軟式野球場1面兼ソフトボール場2面兼サッカー
場1面、ナイター設備 2,342 25,931 

緑が丘2丁目公園スポーツ広場  7,818 
少年野球場1面兼ソフトボール場1面兼少年サッ
カー場1面 338 6,999 

新 磯 野スポーツ広場  8,800 
少年野球場1面兼ソフトボール場1面兼少年サッ
カー場1面 155 3,159 

内 出 公 園スポーツ広場  5,000 
少年野球場1面兼ソフトボール場1面兼少年サッ
カー場1面 418 8,041 

相模原北公園スポーツ広場 10,400 
軟式野球場1面兼ソフトボール場2面兼サッカー
場1面、ナイター設備 1,776 21,435 

相模原麻溝公園スポーツ広場  9,200 
少年野球場1面兼ソフトボール場1面兼サッカー
場1面 443 11,585  

大野台南テニスコート  6,129 砂入人工芝コート4面 4,880 27,495 

原 宿 グ ラ ウ ン ド 17,854 
軟式野球場1面、少年野球場2面兼ソフトボール
場2面 960 23,665 

城 山 湖 野 球 場 38,618 

A面 軟式野球、硬式野球(中学生まで) 
センター110ｍ、ライト70ｍ、レフト80ｍ 

751 18,660 
B面 軟式野球 
センター97ｍ、ライト69ｍ、レフト80ｍ 

C面 少年野球、ソフトボール等 
センター68ｍ、ライト84ｍ、レフト70ｍ 

中 沢 
グラウンド 

多目的グラウンド  5,565 少年野球場1面兼ソフトボール場1面 375 5,979 

テニスコート  1,570 クレーコート2面 1,354 1,656 

小 倉 プ ー ル 14,600 
利用期間は7/4,5,11,12,7/18～8/31、50mプー
ル、幼児用プール、スライダープール  － 18,547 

小 倉 テ ニ ス コ ー ト  5,726 
砂入人工芝コート3面、ハードコート2面、練習板
1か所、ナイター設備 7,086 28,871 

青野原 
グラウンド 

多目的グラウンド 17,261 軟式野球場2面兼ソフトボール場2面、ナイター設備 198 4,587 

テニスコート  1,245 クレーコート2面 80 119 

串 川 
グラウンド 

多目的グラウンド 17,690 
軟式野球場2面兼ソフトボール場2面兼サッカー
場1面 484 13,143 

ゲートボール場    910 2面 38 1,207 
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施 設 名 
面積
(㎡) 

施 設 の 内 容 
令和7年度 

利用件数 
(件) 

利用人数 
(人) 

国体記念鳥屋グラウンド 16,000 
野球場1面兼軟式野球場2面兼ソフトボール場2
面兼サッカー場1面、ナイター設備 405 10,597 

与 瀬 グ ラ ウ ン ド 8,155 
軟式野球場1面兼ソフトボール場1面兼サッカー
場1面、ナイター設備 155 6,700 

内 郷 グ ラ ウ ン ド 6,992 
軟式野球場1面兼ソフトボール場1面兼サッカー
場1面、ナイター設備 158 3,565 

小 原 プ ー ル 701 
利用期間は8/6～8/9、8/13～8/16 
大プール25ｍ×8ｍ、小プール8ｍ×3ｍ   － 99 

日 連 グ ラ ウ ン ド 6,766 
少年野球場1面兼ソフトボール場1面兼ゲート
ボール場1面 183 4,425 

名 倉 
グラウンド 

多目的グラウンド 24,448 
野球場2面(大人は軟式のみ)兼ソフトボール場 
2面兼サッカー場1面、ナイター設備1面 614 15,641 

テニスコート 2,817 ハードコート3面、ナイター設備 507 2,339 

ゲートボール場 624 ナイター設備1面 105 754 

ふじのマレットゴルフ場 41,212 マレットゴルフ場36ホール(パー144)  － 8,766 

牧 郷 体 育 館 1,182 バレーボール2面兼バスケットボール2面 389 4,546 

沢 井 体 育 館 1,090 バレーボール2面兼バスケットボール2面 355 3,614 

ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 
(横浜水道道緑道) 

－ 
全長約2.7km、平均幅員7～8ｍ、土とアスファル
ト舗装  － － 

※ 総合体育館・北総合体育館・総合水泳場・相模原球場については、それぞれの欄を参照のこと。 
※ 平成27年度から、利用件数を利用コマ数(各施設の貸出区分の単位(例:2時間、午前))でカウントした数値に統一。 

 

２２  学学校校体体育育施施設設へへのの夜夜間間照照明明設設備備設設置置  

 学校体育施設(グラウンド)に夜間照明設備を設置し、学校教育上支障のない範囲で市民の利用に供する。 

夜間照明設備及び利用状況 

開 放 校 設 置 年 度 照 明 設 備 
令和7年度 

利用件数(件) 利用人数(人) 

大 野 南 中 昭和57年度 7基  61灯 202 3,003 

旭 中 昭和58年度 10基 108灯 248 2,224 

田 名 中 昭和59年度 7基  56灯 152 5,783 

相 陽 中 昭和60年度 7基  63灯 124 1,490 

大 野 北 中 昭和61年度 12基 118灯 202 4,304 

向 陽 小 昭和62年度 8基  64灯 0 0 

星 が 丘 小 昭和62年度 7基  61灯 19 1,093 

大 沢 中 昭和62年度 7基  60灯 101 1,411 

清 新 小 昭和63年度 7基 60灯 141 10,359 

若 草 中 昭和63年度 7基 60灯 156 2,154 

光 が 丘 小 平成元年度 7基 62灯 81 2,198 

横 山 小 平成元年度 7基 62灯 64 1,114 

上 溝 南 中 平成元年度 7基 65灯 72 1,227 

谷 口 中 平成2年度 7基 68灯 174 2,804 

鵜 野 森 中 平成3年度 7基 64灯 260 4,902 

中 央 小 平成4年度 6基 60灯 199 4,745 

大 沼 小 平成17年度 7基 34灯 92 1,178 

相 模 丘 中 昭和54年度 6基 96灯 0 0 

利   用   合   計 2,287 49,989 
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３３  総総合合体体育育館館（（相相模模原原ギギオオンンアアリリーーナナ））  

（（１１））概概要要 

 体育並びにスポーツ及びレクリエーションの振興を図り、市民の心身の健全な育成に寄与することを目的

に設置された。健康・体力づくりのために気楽にスポーツを楽しむ人から、全国大会のようなハイレベルの

競技会まで市民の多様なニーズに対応している。 

 平成30年11月15日から平成31年1月11日までの期間、相模原市ネーミングライツ導入方針に基づき総合体

育館のネーミングライツスポンサー募集を行い、選定委員会による審査を行った後、株式会社ギオン(中央区

南橋本1丁目5番1号)と契約を締結した。 

 これにより、平成31年4月1日から総合体育館の愛称は｢相模原ギオンアリーナ｣になった。 

・ 所  在  地：南区麻溝台2284-1     ・ 構 造：鉄骨・鉄筋コンクリート造 

・ 敷 地 面 積：26,813.99㎡        ・ 建 築 面 積：9,811.46㎡ 

・ 建 築 延 床 面 積：12,926.34㎡(地階：548.79㎡、1階：9,102.11㎡、2階3,233.07㎡、屋階：42.37㎡) 

・ 開 館：昭和56年11月1日(平成21年9月改修) 

・ 施 設 概 要 

区   分 内   容 (※ 体育室等については、全面使用時の使用可能面数) 

大体育室(36m×61.5m) 
バスケットボール3面、バレーボール4面、バドミントン12面、テニス4面、ハン
ドボール1面、体操全種目、卓球、観覧席1,598席 

中体育室(31.3m×34m) バスケットボール1面、バレーボール2面、バドミントン6面、卓球 

小体育室(18.5m×34m) バレーボール1面、バドミントン4面、卓球 

柔 道 場 ( 1 6 m × 3 0 m ) 柔道2面、合気道(256畳) 

剣 道 場 ( 1 6 m × 3 0 m ) 剣道2面、空手 

弓 道 場 和弓(5人立)、洋弓 

ト レ ー ニ ン グ 室 サーキットトレーニング、ウエイトトレーニング及び疲労回復等の各器具 

そ の 他 
ジョギングコース、幼児体育室、多目的室、指導員室、役員控室、放送照明室、
健康体力相談室、事務室、会議室 

（（２２））利利用用状状況況 

令和７年度利用状況 

 大体育室 中体育室 小体育室 柔道場  剣道場 弓道場 

事業参加人数(A) 3,370 1,290 169 6 124 231 

専用利用人数(B) 152,558 51,280 0 30,610 27,109 15,064 

個人利用人数(C) 643 11,026 27,783 1,023 7,985 2,621 

合計(A＋B＋C) 156,571 63,596 27,952 31,639 35,218 17,916 

 トレーニング室 ジョギングコース 幼児体育室 多目的室 会議室 合  計 

事業参加人数(A) 183 5 3 12,038 － 17,419 

専用利用人数(B) － － － － 12,372 288,993 

個人利用人数(C) 46,809 2,474 2,046 － － 102,410 

合計(A＋B＋C) 46,992 2,479 2,049 12,038 12,372 408,822 

  

４４  北北総総合合体体育育館館（（ほほねねごごりりアアリリーーナナ））  

（（１１））概概要要 

 体育並びにスポーツ及びレクリエーションの振興を図り、市民の心身の健全な育成に寄与することを目的

に設置された。健康・体力づくりのために気楽にスポーツを楽しむ人から競技愛好者まで、市民の多様なニー

ズに対応している。 

 相模原市ネーミングライツ導入方針に基づき、株式会社ほねごり(緑区橋本3丁目13番1号)より、北総合体

育館へのネーミングライツの提案があり、選定委員会による審査を行った後、契約を締結した。 

 これにより、令和5年7月1日から北総合体育館の愛称は｢ほねごりアリーナ｣になった。 
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・ 所  在  地：緑区下九沢2368-1     ・ 構 造：鉄筋コンクリート造 

・ 敷 地 面 積：13,626㎡         ・ 建 築 面 積：5,918.32㎡ 

・ 建 築 延 床 面 積：14,140.57㎡(1階：5,476.29㎡、2階：5,384.49㎡、3階：3,279.79㎡) 

・ 開 館：平成3年9月8日 

・ 施 設 概 要 

区   分 内   容 (※ 体育室等については、全面使用時の使用可能面数) 

体 育 室(51m×37m) 
バスケットボール2面、バレーボール3面、バドミントン12面、 
テニス3面、ハンドボール1面、卓球、体操全種目、観客席1,006席 

剣道場兼卓球場(29m×14m) 剣道2面、卓球、空手等 

柔 道 場(17m×14m) 柔道1面、合気道、躰道 

多目的室(遮音室)(17m×14m) エアロビクス、ダンス等 

弓 道 場 和弓(6人立)、洋弓 

ト レ ー ニ ン グ 室 サーキットトレーニング、ウエイトトレーニング及び疲労回復等の各器具 

そ の 他 
幼児体育室、ジョギングコース、多目的室、控室、放送室、保健体力相談
室、大・小会議室、事務室、フィットネスルーム 

（（２２））利利用用状状況況 

令和７年度利用状況 

 体育室 剣道場兼卓球場 柔道場 多目的室 弓道場 フィットネスルーム 

事業参加人数(A) 4,205 148 9 42 25 7,416 

専用利用人数(B) 99,479 15,419 11,819 23,760 12,430 － 

個人利用人数(C) 17,109 15,246 1,330      － 2,011 － 

合計(A＋B＋C) 120,793 30,813 13,158 23,802 14,466 7,416 

 トレーニング室 ジョギングコース 幼児体育室 大会議室 小会議室 合  計 

事業参加人数(A)     226    －      －      －      － 12,071 

専用利用人数(B)      －    －      － 7,160 4,759 174,826 

個人利用人数(C) 41,873 6,851 3,651      －      － 88,071 

合計(A＋B＋C) 42,099 6,851 3,651 7,160 4,759 274,968 

  

５５  総総合合水水泳泳場場（（ささががみみははららググリリーーンンププーールル））  

（（１１））概概要要 

 生涯スポーツの振興を図り、市民の健康で文化的な生活の向上に寄与することを目的に設置された。 

 全国規模の大会を開催できる設備を備えた本格的な屋内水泳場であり、水深の変更が可能な可動床の採用

により市民の多様なニーズにも対応ができる。 

・ 所  在  地：中央区横山5-11-1     ・ 構 造：鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 

・ 敷 地 面 積：27,456.28㎡       ・ 建 築 面 積：10,523.60㎡ 

・ 建 築 延 床 面 積：16,126.50㎡(地階1,326.10㎡、1階10,040.10㎡、2階4,499.70㎡、3階260.60㎡) 

・ 開 館：平成9年5月20日 

・ 施 設 概 要 

区   分 内        容 

メ イ ン プ ー ル 
50ｍ×25ｍ、10コース、水深2.0ｍ～0.5ｍ(可動床) 
国際公認8コース、短水路、公認16コース(8コース×2面) 

飛 込 プ ー ル 22ｍ×25ｍ、水深5.0ｍ～0.4ｍ(可動床)、国際公認 

サ ブ プ ー ル 25ｍ×17ｍ、水深1.2ｍ、公認8コース 

観 覧 席 
メインプール…椅子席2,043席、立見席1,000人相当、車椅子用観覧席 
サブプール…椅子席56席 

ト レ ー ニ ン グ 室 各種トレーニング器具 

そ の 他 会議室、競技会関係諸室、事務室、スタジオ等 
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（（２２））利利用用状状況況 

令和７年度利用状況 

 プ ー ル トレーニング室 会 議 室 スタジオ 合   計 

個人利用人数(A) 72,746人 49,475人        － －   122,221人 

専用利用人数(B) 62,209人    － 3,511人 －   65,720人 

事業参加人数(C) 14,306人 1,399人 96人 18,687人 34,488人 

合 計(A＋B＋C) 149,261人 50,874人 3,607人 18,687人 222,429人 

※ 特定天井改修工事のため、サブプールは令和7年10月から令和8年5月まで、メインプールは令和8年1月

から令和9年3月(予定)まで閉鎖 

  

６６  相相模模原原球球場場（（相相模模原原ギギオオンンベベーーススボボーールルパパーークク））  

（（１１））概概要要 

 スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、市民の健康で文化的な生活の向上に寄与することを目的に

設置された。 

 平成21年4月1日神奈川県からの移譲を受け、市民の本格的野球場として気軽にスポーツを楽しむ人から競

技愛好者まで、幅広い層の利用に対応している。 

 平成22年11月29日から平成23年1月21日までの期間、相模原市ネーミングライツ導入方針に基づき相模原

球場のネーミングライツスポンサー募集を行い、選定委員会による審査を行った後、株式会社サーティーフ

ォー(緑区橋本1丁目14番3号)と契約を締結した。 

 これにより、平成23年4月1日から相模原球場の愛称は｢サーティーフォー相模原球場｣になった。 

 株式会社サーティーフォーとのネーミングライツ契約満了に伴い、令和7年11月14日から令和7年12月12日

までの期間、相模原市ネーミングライツ導入方針に基づき相模原球場の新規ネーミングライツスポンサー募

集を行い、選定委員会による審査を行った後、株式会社ギオン(中央区南橋本1丁目5番1号)と契約を締結し

た。 

 これにより、令和8年4月1日から相模原球場の愛称は｢相模原ギオンベースボールパーク｣になった。 

・ 所  在  地：中央区弥栄3-1-6      ・ 構    造：鉄筋コンクリート造 

・ 敷 地 面 積：26,800㎡         ・ 建 築 面 積：6,006㎡(内野スタンド) 

・ 建 築 延 床 面 積：12,610㎡(内野スタンド) 

・ 開 設：昭和62年4月 

・ 施 設 概 要 

区   分 内        容 

グ ラ ウ ン ド 
内野・クレー、外野・芝生、センター120ｍ、ライト・レフト95ｍ 
夜間照明施設、スコアボード(電光式) 

本 部 棟 
会議室、屋内練習場(ブルペン)、ダッグアウト、選手用更衣室、選手用控室、 
シャワー室、医務室、大会関係諸室(役員室、本部室、記者室、放送室、記録室、
審判員室、審判員控室、カメラマン席)、入場券売場 

観 覧 席 
内野スタンド 椅子席8,064席、外野スタンド 芝生席8,000人相当 
コンコース、売店スペース(4箇所) 

体 育 室 体育室、器具庫、更衣室 

（（２２））利利用用状状況況 

令和７年度利用状況 

 グラウンド 体 育 室 会 議 室 合 計 

利 用 件 数    777  6,877 1,400  9,054 

利 用 人 数 60,941 13,213 6,806 80,960 
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文文 化化 振振 興興  

１１  文文化化行行政政のの総総合合的的なな企企画画及及びび調調整整  

（（１１））文文化化行行政政のの推推進進  

 少子高齢化の進行や高度情報社会の進展、ライフスタイルの多様化など社会の状況が著しく変化する中で、

心に安らぎや潤いを与える文化の果たす役割はますます重要になってきていることから、市民、文化団体、

企業、行政などが相模原市の文化振興を共通の認識のもとに取り組むため、令和2年3月に策定した｢第3次さ

がみはら文化芸術振興プラン｣に基づき、文化行政の総合的な企画や調整等を進めた。 

 また、市民文化活動の活性化を図るため、市公式Ｘ(旧Twitter)や市公式YouTube｢文化芸術のひろば｣等の

ＳＮＳを活用した情報発信を行った。 

（（２２））総総合合写写真真祭祭フフォォトトシシテティィささががみみははらら22002255のの開開催催  

 身近な写真を通して｢新たなさがみはら文化｣の創造と発信をするため、第25回目となる総合写真祭フォト

シティさがみはら2025を開催し、文化の振興と交流に寄与した。 

主な事業(令和７年度) 

事 業 名 実 施 日 会  場 来場者数(人) 

25周年記念事業 

ギャラリートーク 
令和7年8月24日 相模原市民ギャラリー 130 

プロ・アマチュア写真展 令和7年10月10日 ～ 27日 相模原市民ギャラリー 
951 

応募者数654 

オープニングシンポジウム2025 令和7年10月11日 
ほねごり杜のホールはし

もと 
   102 

写真講評会 令和7年10月11日 相模原市民ギャラリー   77 

プロの部受賞作品展 令和8年 1月20日 ～ 2月2日 
ニコンプラザ東京 

THE GALLERY 
2,171 

アマチュアの部・ユースの部・

ジュニアの部巡回展 

令和8年 1月15日 ～ 1月 29日 

市役所本庁舎 

インフォメーションコー

ナー 

    - 

令和8年 2月3日 ～ 2月15日 アリオ橋本     - 

令和8年 2月10日 ～ 2月 25日 市立図書館     - 

令和8年 2月18日 ～ 3月 1日 もみじホール城山     - 

令和8年 2月26日 ～ 3月11日 きらぼし銀行     - 

令和8年 3月 6日 ～ 3月18日 藤野芸術の家     - 

子ども写真教室 令和7年 5月 ～ 10月 鶴園小学校 参加児童数125 

私のこの1枚写真展 
令和8年 1月16日 ～ 1月29日 

ユニコムプラザさがみは

ら 出品者数178 

令和8年 2月 3日 ～ 2月17日 ミウィ橋本 

一般写真教室 令和8年 2月 7日 相模原市民ギャラリー     18 

親子写真教室 令和8年 2月 8日 相模原市民ギャラリー 参加者数 25 

25周年記念事業 

高校生の考える平和写真展 
令和8年 2月 6日 ～ 2月20日 相模原市民ギャラリー 

 784 

参加者数 32 

25周年記念事業 

フォトシティさがみはら25年の

軌跡展 

令和8年 2月 6日 ～ 2月20日 相模原市民ギャラリー 784 
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（（３３））優優秀秀映映画画鑑鑑賞賞推推進進事事業業のの開開催催  

 国立映画アーカイブと連携し、日本映画の優れた作品の鑑賞の機会を広く市民に提供し、貴重な文化遺産

である映画に対する認識を深めることにより、本市の文化芸術の向上発展を図った。 

実施場所 実施日 入場者数 

国立映画アーカイブ相模原分館 令和7年9月25日、26日 184人 

相模原南市民ホール 令和7年11月 7日 319人 

城山文化ホール 令和7年11月25日  46人 

  

２２  市市民民文文化化祭祭  

 市民の日頃の文化活動の成果を発表する機会を提供するとともに、身近な地域で多彩な文化・芸術に触れ

る機会を創出し、市民文化活動の推進を図ることを目的に9月から11月にかけて実施した。 

(参考)出品点数・出演者数等の推移 

分野／年度 令和5 令和6 令和7  分野／年度 令和5 令和6 令和7 

絵画 
日本画  43点  42点  28点  民謡 157人 165人 191人 

洋画  73点  73点  71点  邦楽 41人 56人 61人 

写真 120点 103点 109点  マジック 46人 38人 24人 

書 160点 136点 142点  洋舞 － 150人 102人 

華道  55点  54点  46点  ダンス 126人 97人 80人 

短歌  79首  85首  137首  フラ 206人 223人 227人 

俳句  46句  56句  60句  文化育成会 49人 155人 185人 

茶会  20人  24人  20人  囲碁 － 55人 61人 

吟剣詩舞 350人 300人 300人 ※ 文化育成会は令和5年度、囲碁は令和6年度から参加 

  

３３  美美術術のの振振興興  

（（１１））アアーートトララボボははししももととのの再再整整備備にに向向けけたた取取組組  

 令和6年1月に優先交渉権者と締結した再整備事業に係る基本協定等を踏まえ、後継施設の内装設計を行っ

たほか、後継施設で行う事業に係る意見聴取を兼ねたプレ事業を実施した。 

※ 令和8年5月に優先交渉権者から辞退の申出を受け基本協定を解除 

（（２２））美美術術品品等等のの収収集集  

 これまで、美術品等収集基金を運用し、本市にゆかりのある作家の優れた作品などの収集を行ってきたが、

基金の現金残高を踏まえ、寄贈を中心とした収集を行っている。 

ア 美術品等収集基金現在高(令和8年3月31日現在)    101,351,098円(現金は27,338円) 

イ 収蔵美術品点数(令和8年3月31日現在)   4,034点 

(ア)基金による収蔵   2,019点 ※ 購入や運搬・補修等で基金から支出したもの 

絵画など        69点(絵画65、彫刻4) 

写真        1,950点(江成常夫作品1,950〔20タイトル〕) 

(イ)基金によらない収蔵 2,015点 

絵画など         32点(絵画30、彫刻2) 

写真        1,983点(江成常夫作品107〔5タイトル〕、フォトシティさがみはらプロの部入 

賞作1,876) 
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（（３３））美美術術展展等等のの開開催催（（相相模模原原市市民民ギギャャララリリーー事事業業））  

ア 令和7年度相模原市民ギャラリー自主企画展｢戦後80年 江成常夫写真展 沈黙の伝言｣ 

 戦後80年を迎えるにあたり、本市、そして本邦を代表する写真家で、第二次世界大戦後を生きた人々

や遺品、遺構を撮った作品を通じ歴史を問い続けていることで国内外から高い評価を得ている江成常夫

氏の作品を展示した。 

・ 会  期：令和7年8月2日(土)〜8月24日(日) 〔20日間〕 

・ 会  場：相模原市民ギャラリー 

・ 出品点数：50点 

・ 入場者数：2,106人 

イ 令和7年度相模原市収蔵美術品展｢うつしとる姿形｣ 

 令和7年9月に逝去した収蔵作家・上田薫氏の作品と、収蔵美術品のなかから｢人物｣が登場する作品を

選定し、作家がうつしとる人々の姿や形から、人間像の捉え方や芸術表現の多様性などを市民に体感し

てもらう作品を展示した。 

・ 会  期：令和8年2月28日(土)〜3月22日(日) 〔20日間〕 

・ 会  場：相模原市民ギャラリー  

・ 出品点数：42点 

・ 入場者数：1,104人 

ウ 第34回相模原芸術家協会展(共催事業) 

 相模原芸術家協会の会員作家の新作・話題作などを紹介する定期会員展。会員のほか、招待作家の作

品として本市在住の青山莉緒氏、うえだみか氏の作品等、平面作品から立体作品までを幅広く展示した。 

・ 会  期：令和7年8月29日～9月9日〔11日間〕 

・ 会  場：相模原市民ギャラリー 

・ 出品点数：34点 

・ 入場者数：898人 

エ 相模原市民ギャラリー・アートスポット展示 

 市主催の展覧会の関連展示やミニ企画展等を実施。相模原市ゆかりの芸術家による絵画や制作に係る

資料等を紹介した。 

・ ｢花満ちて、風薫る―はじまりの季節―｣フォトシティさがみはらアマチュアの部受賞・入選作より 

令和7年4月12日～5月25日 

・ ギャラリースタッフセレクション＃72｢松本雄治−いつかいた場所―｣ 令和 7 年 6 月 19 日(木)〜7

月29日(火) 

・ 令和7年度相模原市民ギャラリー自主企画展｢戦後80年 江成常夫写真展 沈黙の伝言｣関連展示  

令和7年8月2日(土)〜8月24日(日) 

・ ギャラリースタッフセレクション＃73｢原田敬一 原風景のかけら｣ 令和7年11月14日～令和8年2

月1日 

・ ギャラリースタッフセレクション＃74｢ひかり、いろどる 中西彩の日本刺繍｣ 令和8年3月6日～5

月10日 

オ 相模原市民ギャラリー展示室の貸出 

 市民が美術活動の成果の発表や美術を鑑賞する場を提供することにより、市民の文化芸術活動の支援

を図った。 

・ 相模原市民ギャラリー展示室(第1～第3展示室)の利用状況(令和7年度) 

 利用件数 555件(53団体)、利用率 74.0％、入場者数 25,713人 
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（（４４））アアーートトララボボははししももとと運運営営事事業業  

 美術系大学や作家、市民、商店街などと連携し、新たなアートに係る実践的な取組を行い、コミュニティ

の形成やまちの賑わいづくりに寄与するとともに、再整備する美術施設の運営に必要な知識・経験の蓄積を

図った。施設再整備のため、令和3年9月から青少年学習センター内へ仮事務所を置き、アウトリーチを中心

に活動を行った。 

主な事業(令和７年度) 

事 業 名 会期(実日数) 事 業 概 要 実 績 等 

東京造形大学連携事業 
｢つくって へんしん カワルンジャー｣ 

7月29日 

アートラボはしもと後継施設の取組
に向けて、東京造形大学とアリオ橋
本と連携し、旭児童クラブで児童を
対象とした工作を実施。 

参加者：  58人 

SUPER OPEN STUDIO 2025 
11月8日、9日、 
10日、15日、16日 

地域の作家グループと市による実行
委員会の主催。20軒のスタジオ(制作
場)の公開、バスツアーを実施。 

参加者：  137人 
来場者：2,016人 

アートラボはしもと せっせとジュンビ
チュウ!～ひらめきアイデア募集中～ 

2月7日 

アリオ橋本館内で、アートラボはし
もとの再整備事業として、これまで
の活動や後継施設整備についての紹
介、市民アンケートの実施、工作体験
コーナーの設置などを行った。 

参加者：  509人 

※ 参加者＝ワークショップ(ＷＳ)や公演等への参加者。複数のプログラムに同一人が参加する場合あり。 

 

４４  音音楽楽のの振振興興  

（（１１））街街かかどどココンンササーートト  

 市民に上質な音楽を提供するため、市役所ロビーで3回、市内商業施設で2回コンサートを実施した。また、

コンサート動画を2本制作し、市公式YouTubeを活用した動画投稿を行い、市ホームページから鑑賞できるよ

うにした。 

（（２２））市市民民合合同同演演奏奏会会  

 公募による市民の合唱団を組織し、市民交響楽団と共に演奏会を開催した。 

・ 事業名：第43回相模原市民合同演奏会 

・ 曲目：モーツァルト作曲 『戴冠式ミサ』 他 

・ 開催日：令和7年12月7日 

・ 会場：相模女子大学グリーンホール(市文化会館)大ホール 

・ 参加者：合唱団 約100人 交響楽団 約60人 

・ 入場者数：923人 

 

５５  ホホーールル等等のの管管理理運運営営  

 多彩な市民文化活動を支援するため、相模原市文化会館、相模原市民会館、相模原南市民ホール、杜のホー

ルはしもと、小田急相模原駅文化交流プラザ及び城山文化ホールにおいて市民の文化活動や発表の場、芸術文

化の鑑賞機会の場を提供した。 

（（１１））指指定定管管理理者者にによよるる施施設設のの管管理理運運営営  

ア 相模原市文化会館、小田急相模原駅文化交流プラザ 

・ 指定管理者：公益財団法人相模原市民文化財団 

・ 指定の期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日 

イ 相模原南市民ホール 

・ 指定管理者：公益財団法人相模原市民文化財団 
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・ 指定の期間：令和6年4月1日～令和8年3月31日 

※令和8年3月31日をもって閉館 

ウ 相模原市民会館 

・ 指定管理者：ギオン・アクティオ・コンティグループ(構成団体：株式会社ギオン、アクティオ株式会

社、株式会社コンティ) 

・ 指定の期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日 

エ 杜のホールはしもと、城山文化ホール 

・ 指定管理者：公益財団法人相模原市民文化財団 

・ 指定の期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日 

（（２２））施施設設のの利利用用状状況況                                  (令和7年度) 

施 設 名 区 分 利用件数(件) 利用率(％) 入場者数(人) 

相模原市文化会館 

(相模女子大学グリーンホール) 

大ホール 306  94.6 275,900 

多目的ホール(※) 0  64.0 3,033  

リハーサル室等 1,074 75.3 28,275  

計 1,380  307,208 

相模原市民会館 

ホール 310 88.0 154,981 

会議室等 5,635 79.3 122,350 

計 5,945  277,331 

相模原南市民ホール ホール 362 84.7 44,921 

杜のホールはしもと 

ホール 301  78.5 58,078  

多目的室 393  89.7 22,650  

練習室等 2,517 84.3 21,357  

計 3,211  102,085 

小田急相模原駅文化交流プラザ 

(おださがプラザ) 

多目的ルームA 445  94.2 7,586  

多目的ルームB 371  85.5 6,089  

多目的ルームC 564  98.5 8,630  

ミーティングルーム 732 81.6 4,513 

計 2,112  26,818 

城山文化ホール 

(もみじホール城山) 

多目的ホール 268  68.5 19,498 

リハーサル室 479  87.9 4,219 

計 747  23,717 

※ 多目的ホールは令和7年6月1日～令和8年3月31日の期間休館。 
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